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　皆さん、ようこそ奈良へ。記念すべき30回目の春のインカレをまほろばの国、大和の地で迎えることになりました。インカレ期間中はちょうど、春の訪れを告げると言われる東大寺のお水取り(修二会)の真っ最中で、多くの観光客が奈良時代から1200回以上休むことなく続けられてきた歴史の重みを楽しみに来ることでしょう。お松明の火の粉を浴びると、ひょっとしたらレースでも御仏のご加護を得ることができるかもしれません。折しも、奈良を舞台にしたTVドラマの放映があったりで、これも何かの縁かもしれません。レースが第一なのはもちろんでしょうが、せっかくの機会ですから、古都での滞在を楽しんで下さい。実は、かくいう私も関西に住んでいながらお松明を一度も現地で見たことがありません。時間があれば見に行ってみたいものです。

　関西でのインカレは、前回の伊賀インカレ以来4年ぶりとなります。奈良のテレインでのオリエンテーリングは今回が初めてという人も多いのではないでしょうか。この奈良県東部および滋賀県南部から三重県中西部に渡るエリアは、良質のテレインが多くあり、関西のオリエンティアにはなじみの深い場所です。事実、今回も含め関西で開かれた過去7回のインカレのうち、1日制だった第6回大阪と滋賀県高島町(当時)で開かれたショート競技以外はすべてがこのエリアでの開催です。

　こうしてみると有利に見える関西地区の大学クラブですが、その状況は決して芳しいものではありません。どの大学も部員数が減少し、新入部員を集めるのに相当苦労しているようです。関西でのインカレが、オリエンテーリングの魅力や楽しさを、後輩たちやまだ見ぬ新入部員たちに伝える助けに少しでもなればと願うばかりです。

　このように明るい話題の少ない中でのインカレとなりますが、選手の皆さんには是非とも、競技に全力を尽くして大会を盛り上げ、そしてレースと奈良を大いに楽しんで下さい。東大寺のお水取りにあやかって、今後もずっと各クラブとインカレが続いていくよう祈念いたします。

　最後になりましたが、準備を担当した実行委員会関係者の皆さんにまずは感謝の意を表します。そして地元関係者の皆様には、様々な面でご支援ご協力をいただきました。主催者の日本学連を代表して、厚く御礼申し上げます。
日本学生オリエンテーリング連盟幹事長

奥田 雄彦
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いよいよ今年度も佳境に入り、インカレミドル＆リレー2007の季節がやって参りました。3月年度末にして、学生のための最も大きな大会であるこのインカレミドル＆リレー。多くの学生がこの日のために調整をし、各々の目標に向けて頑張っていることと思います。皆さんも日が経つに連れて、段々と大会当日が待ち遠しくなってくる心境ではないでしょうか。

しかも今回のインカレミドル＆リレーの舞台は現役学生のインカレとしてはあまり馴染みない、といった印象を受ける奈良県のテラインです。ここ数年は愛知、栃木、長野のイメージが強かったので、果たしてどんなインカレになるのか想像が膨らむところですね。卒業を控えた上級生にとっては正真正銘最後のインカレとなるこのミドル＆リレー、後輩に感動を与えることができるかどうかも一つの鍵となることでしょう。インカレでは毎年様々なドラマが生まれています。上級生から下級生へ、今まで辿ってきた足跡、そこに込めた思いを伝える最高の舞台の一つであるこのインカレを大いに活かしましょう。

さて、話は変わりますが、こうしたインカレも仕事などの忙しい合間を縫って我々学生のために運営をして下さっている実行委員の方々、オリエンテーリング競技に地元の土地を貸して下さっている住民の方々等、様々な方々の協力の元で成り立っているという事実があります。インカレへの参加、競技への出場、宿舎への宿泊・・・こういったことを僕達はついつい「当たり前」に捉えがちです。しかし果たして本当にそうでしょうか。僕はそう思いません。お仕事や学業で多忙な中、学生のためにインカレの運営をしてくださるインカレ実行委員会の皆様がいなければ、この「当たり前」のことは「当たり前」ではなくなるのです。そのことは常に念頭に置いておかなければならないことだと僕は考えています。インカレは時代に合わせて刻々と、その姿を変化させています。今年の幹事会でも、例年と同様インカレに関しては長時間の議論を重ねました。こうしてインカレは常にして、更なる素晴らしい大会へとなるために模索し続けているのです。今年の大会もきっと素晴らしいものとなるでしょう。そして今後も、次年度以降の学生によって新たなインカレを創造していっていただきたいです。

最後となりましたが、インカレの開催にご理解と、ご協力をいただいた地元の皆様、ご多忙中にも関わらずインカレの準備に尽力してくださった実行委員会の皆様にこの場を借りまして厚く御礼申し上げます。

2007 年度日本学生オリエンテーリング選手権大会ミドル・ディスタンス、リレー競技部門実行委員長

森澤 寿里
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いよいよ、今年度の総決算ともいえます春インカレが始まります。この関西でインカレが開かれますことを非常に嬉しく思っております。関西での開催は2003年度の青山高原以来４年ぶり、また奈良では1996年度から11年ぶりとなるわけです。

当初開催が決まったときには、喜ばしい反面、果たしてあのテレインでインカレができるのか、運営者は集まるのか、と不安も感じました。予想に違わず、藪と斜面に泣かされ、運営者の経験も浅く、なかなかスムーズに進んだとは言えません。けれども、少人数ならではの結束感と、皆の地道な努力でここまでたどり着くことができました。

はたして学生の皆さんはこのインカレにどんな思いをもって臨むのでしょうか。勝負を賭ける、仲間と楽しむ、クラブの1年間の集大成など、それぞれあることでしょう。

私もこの1年インカレの準備をしながら、いろいろと感じたことがあります。その一つは、このインカレのために奮闘している私たちの中にあるものは、決してボランティア精神や義務感のみではない、ということです。目指すものがあった、悔し涙も嬉し涙もあった、新たな目標が生まれた、そんな私たちが味わった夢の舞台を、今度は皆さんに見せたいという気持ちがありました。底に流れるのは、皆さんに「わたしたちの夢のつづき」に立ってほしいという思いです。

こんな風に思えたのも、過去に参加してきたインカレがどれも素晴らしいものだったからだということでしょう。改めて感謝すると共に、ぜひ今回のインカレも成功させたいと強く思いました。学生の4年間でしか走れないインカレは、限りがあるからこそ、よりいっそう輝きと憧れを増します。この舞台を目指し努力してきた自分自身と仲間を信じ、精いっぱい走ってください。素晴らしいインカレにしましょう。

最後になりましたが、インカレ開催にあたりご理解・ご協力いただいた奈良県立青少年野外活動センターの皆様を始め、地元の皆様に心から感謝致します。また各方面でご尽力頂きました関係者の皆様にも、篤くお礼申し上げます。
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奈良市長

藤原 昭


2007年度日本学生オリエンテーリング選手権大会が、全国より多くの選手・関係者の皆様をお迎えし本市において盛大に開催されますことを心よりお祝い申し上げます。

　さて、奈良市におきましても、市民の間にスポーツや健康に関する関心が高まるなか、「どこでも」「いつまでも」スポーツに親しむことができる、生涯スポーツ社会の実現を目指し、体育施設の整備を行うと共に、体育大会をはじめ、各種競技大会の実施・選手の派遣など、スポーツの普及に努めておるところでございます。

　このような中、本大会が奈良の地において開催されますことは、本市のスポーツ振興や地域の活性化を図る上で非常に喜ばしいことであると認識しております。

　本日参加される選手の皆様は、本大会に向けて日々練習をされてこられたことと思います。ぜひこの盛大な大会で心・技・体を益々磨いていただき、今後の糧にしていただきたいと思います。

　最後に、本大会の開催にあたりご尽力いただきました大会実行委員会の方々をはじめ、関係者の皆様に心から敬意を表しますとともに、本大会のご成功と益々のご発展を祈念申し上げ、お祝いのことばといたします。
大会日程表

3月6日（木）　＜モデルイベント＞

	13:00 ～ 16:00
	モデルイベント開設
	奈良市都祁交流センター


3月7日（金)　＜開会式・モデルイベント＞

	9:00 ～ 13:00

11:00

11:00 ～ 13:00

13:00 ～ 13:30

13:30 ～ 13:50

14:00 ～ 15:30

15:45 ～ 16:15

18:00 ～ 20:00

19:00 ～ 21:00
	モデルイベント開設

開会式会場開場

欠場者・オフィシャル変更受付、配布物の配布

開会式

テクニカルミーティング

シード選手紹介

代表者ミーティング

夕食

インフォメーションデスク開設
	奈良市都祁交流センター

奈良市都祁交流センター

奈良市都祁交流センター

奈良市都祁交流センター

奈良市都祁交流センター

奈良市都祁交流センター

奈良市都祁交流センター

各宿舎

旅館江泉


3月8日（土）　＜ミドル・ディスタンス競技部門＞

	6:00 ～  7:00

6:40 ～  8:40

7:30

8:44 ～

10:15 ～

10:30 ～ 12:30

10:30

10:45
10:45 ～ 11:45

11:30

11:50 ～

12:00 ～ 12:30

13:10 ～

13:15

14:00 ～ 16:30頃

14:15

15:00 ～ 16:00

15:10 ～

15:28

16:00 ～ 16:15

 16:28

18:00 ～ 20:00

19:00 ～ 21:00
	朝食

バス輸送（選手村バスストップ→大会会場）

大会会場 開場

選手権予選 競技開始

一般の部 競技開始

弁当配布

選手権予選 フィニッシュ閉鎖

選手権予選 成績発表（暫定版）

選手権A-Final 出場者受付

選手権予選 調査依頼受付〆切

選手権B-Final 競技開始

選手権A-Final スタート待機所へのバス発車時刻

選手権A-Final 競技開始

選手権B-Final、一般の部 フィニッシュ閉鎖

バス輸送（大会会場→選手村バスストップ）

選手権B-Final 一般の部 調査依頼受付〆切

リレーオーダー用紙の提出

表彰式

選手権A-Final フィニッシュ閉鎖

代表者ミーティング

選手権A-Final 調査依頼受付〆切

夕食

インフォメーションデスク 開設
	各宿舎

選手村バスストップ

奈良県立青少年野外活動センター

弁当配布所（体育館東側出入口）

受付（体育館内）

受付（体育館内）

野外活動センター第二駐車場

受付（体育館内）

受付（体育館内）

大会会場（グラウンド）

本部前（体育館内）

受付（体育館内）

各宿舎

旅館江泉


3月9日（日）　＜リレー競技部門 / スプリント競技＞
	6:00 ～  7:00

6:40 ～  7:55

7:30

8:00 ～  8:30

8:00 ～  8:40

8:40 ～  8:55

9:00 ～  9:10

9:30

9:40

9:50 

10:00

10:30 ～ 12:30

12:50

13:00

13:00 

13:30 ～ 16:00頃

13:30

14:00

14:30

14:40

15:00 ～

～ 15:30

～ 15:40
	朝食

バス輸送（選手村バスストップ→大会会場）

大会会場 開場

リレー選手 変更受付（ME）

リレー選手 変更受付（WE）、欠場者最終受付

地図置き場 確認

デモンストレーション

ME 競技開始

WE 競技開始

MUR 競技開始

WUR / XUR / MUS / WUS 競技開始

弁当配布

選手権の部 リスタート

一般の部 リスタート

地図返却・販売・配布開始

バス輸送（大会会場→選手村バスストップ）

一般の部 表彰式

選手権の部 表彰式

一般の部 フィニッシュ閉鎖

選手権の部 フィニッシュ閉鎖

閉会式

一般の部 調査依頼受付〆切

選手権の部 調査依頼受付〆切
	各宿舎

選手村バスストップ

奈良県立青少年野外活動センター

受付（体育館内）

受付（体育館内）

地図置き場

スタート・フィニッシュ地区

スタート・フィニッシュ地区

スタート・フィニッシュ地区
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1.　はじめに
本大会では要項2に記載の通り、日本学生オリエンテーリング選手権大会（インカレ）実施規則第2条に定められた『個人ミドル・ディスタンス競技部門、リレー競技部門』（以下、選手権の部）を実施する。同時に上記2競技部門に出場しない学連加盟員のための競技部門（以下、一般の部）を併設開催する。各競技クラスに次のような略称を用いることがある。
ミドル：個人ミドル・ディスタンス競技部門
リレー：3名によるリレー競技部門
選手権予選：個人ミドル・ディスタンス競技部門 予選レース競技
A-Final：個人ミドル・ディスタンス競技部門 決勝レース競技
B-Final：個人ミドル・ディスタンス競技部門 予選不通過者対象レース競技
ME：男子選手権の部
WE：女子選手権の部

本大会では、全競技クラスにおいてEMIT（ノルウェーEMIT 社製電子パンチングシステム）を使用する。これに伴い、本要項では次のような用語を使用している。e-card の詳細については8.5を参照すること。
	使用

システム
	用語
	用語の意味

	EMIT
	e-card
	コントロールの通過を記録する器具。競技者が手に持って走る。

	
	バックアップ

ラベル
	e-card が電子的に故障していた場合に、コントロール通過を記録するためのラベル。e-card に取り付けて使用する。

	
	アクティベート
	スタート前にe-card をスタートユニットにはめ込み、e-card を起動させること。

	
	スタート

ユニット
	競技前にe-card をアクティベートするための器具。e-card が正常に作動すればスタートユニット上のランプが赤く点滅する。

	
	コントロール

ユニット
	コントロールにおいて記印を行うための器具。e-card をはめ込んで使用する。


その他、本要項では以下のような用語を用いている。
	用語
	用語の意味

	リスタート
	リレーにおいて一定時間以上遅れたチームに対して行う繰上げスタートのこと。

	リフトアップ

スタート
	スタートユニットからe-card を離すことで計時を開始する方式。

	プレスタート
	計時を開始する本スタートに先立ち、出走を開始するスタートを分離して設ける方式。

	パンチング

フィニッシュ
	計時線通過時を正式なフィニッシュタイムとする方式と異なり、フィニッシュを示すユニットにて記印した時刻を正式なフィニッシュタイムとする方式。


2.　インカレ全般

2.1　立入禁止区域について

要項1記載の通り、本大会に参加を予定している者はモデルイベントおよび競技中を除き、以下の地域へのオリエンテーリングを目的とする立ち入りを本大会終了まで禁止する。
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· 立入禁止区域は奈良市の山林の内、クローズテレインである『大和高原竜王淵』、『大和高原都祁野』、『吐山』の地図で示された範囲である。

※　国道369号、県道28号、県道38号、県道781号、市道吐山天理線は除く。

2.2　インカレ実施規則について
本大会では、日本学生オリエンテーリング選手権大会（インカレ）実施規則が適用されている。参加者は、実施規則を熟読しておくこと。

2.2.1　不適用条項
本大会では、インカレ実施規則のうち以下の条項の下線部分を不適用とする。
	· 日本学生オリエンテーリング選手権大会実施規則　第17条4項
登距離は最も速く走れると予想されるルートの登距離で示される。ロングの登距離は、最も速く走れると予想されるルートの距離の6％を越えないように設定される。ミドル、リレーの登距離は、最も速く走れると予想されるルートの距離の5％を越えないように設定される。
⇒　本大会では、ミドル、リレーの登距離は、最も速く走れると予想されるルートの距離の5％を超える。

各競技での値はそれぞれ以下の通りである。

選手権ミドル予選・・・男子：6.8%、女子：6.0%

選手権ミドル決勝・・・男子：7.3%、女子：7.1%

選手権リレー・・・・・男子：7.0%、女子：7.7%

ただしミドル予選・リレーの値は、パターンの代表値である。


2.3　気象情報について
本大会が開催される3月7日から3月9日の奈良市針町における過去5年間の気象情報は、次に示す通りである。ミドル、リレーのテレインは、この観測地点から南約3 kmに位置し、標高は50～100m 程度高いので注意願いたい。なお、表を作成するにあたって気象庁ホームページの気象統計情報（http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php）を参考とした。
	日付
	気温
	日照時間
	降水量
	平均風速

	
	最高
	最低
	平均
	（h）
	（mm）
	（m/s）

	2003年
（平成15年）
	3月7日
	8.8
	2.9
	6.6
	0.1
	4
	3

	
	3月8日
	3.7
	-0.1
	1.6
	1.5
	1
	4

	
	3月9日
	2.4
	-1.5
	-0.2
	3
	0
	3

	2004年
（平成16年)
	3月7日
	1.2
	-2.7
	-1.5
	2.4
	3
	2.9

	
	3月8日
	3.5
	-2.7
	-0.6
	5
	1
	1.8

	
	3月9日
	9.2
	-2.1
	2.8
	7.8
	0
	1.5

	2005年
（平成17年）
	3月7日
	9.3
	-5.1
	1.7
	9.9
	0
	1.5

	
	3月8日
	11.7
	-1.1
	6.9
	8.2
	0
	2.1

	
	3月9日
	12.9
	3
	8.5
	6.2
	0
	2

	2006年
（平成18年)
	3月7日
	12.5
	0.5
	5.8
	10
	1
	1

	
	3月8日
	13.1
	0.6
	6.7
	8.2
	0
	1.3

	
	3月9日
	11
	-1.7
	5.7
	3.2
	1
	1

	2007年
（平成19年）
	3月7日
	4.6
	-2.7
	0.9
	8.4
	0
	3.4

	
	3月8日
	4.8
	-2.4
	0.9
	4.2
	0
	2.2

	
	3月9日
	7.9
	-4.4
	1.3
	9.1
	0
	1


2.4　選手村について

2.4.1　宿舎の割り振り・連絡先
· 選手は奈良市中心部の宿舎に分宿する。宿舎の割り振りを以下に示す。

· 各宿舎の位置は2.4.1を参照すること。

· 宿舎の割り振りが変更される場合は該当校にのみ連絡する。

	No.
	旅館名
	電話番号

（市外局番=0742）
	学校名

	1
	天平ホテル
	26-0200
	岩手、東北、北海道、宮城学院女子、岩手県立、福島、筑波

	2
	魚佐旅館
	23-6035
	静岡、名古屋、椙山女学園、京都、神戸、立命館、京都女子、京都橘、奈良女子、大阪外国語、同志社、龍谷、山口

	3
	大佛館
	23-5111
	法政、東京理科、早稲田、日本女子、東京工業、茨城

	4
	旅館江泉
	23-3289
	お茶の水女子、東京、実践女子、一橋、東京女子、津田塾、十文字女子、獨協、大阪、関西、大阪府立

	5
	吉田屋旅館別館

ホテル大和路
	26-2225
	金沢、新潟、慶應義塾、横浜国立、相模女子、北里、千葉、中央、東京農工、電気通信、埼玉


2.4.2　レイアウト図

選手村の地図を以下に示す。
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2.4.3　チェックイン・チェックアウト
· 7日のチェックインは各宿舎において大学ごとに行う。大会受付で各校に配布する宿泊券を、各宿舎の受付に提示すること。なお、各校の代表者は開会式終了後の代表者ミーティングに参加しているため、チェックインの担当者をあらかじめ別に割り当てておくことが望ましい。

· 宿舎では、各宿舎の取り決めに従うとともに、一般的な常識をわきまえて行動すること。

· 各部屋に備え付けの冷蔵庫・電話等の使用は原則として禁止する。使用した場合はチェックアウトの際に各自の責任において清算すること。

· 各部屋には、浴衣・歯ブラシ・クシ・髭剃りなどのアメニティグッズは用意されていない。必要であれば各自で用意すること。

· 競技に向かう時や外出する時はキーをフロントに預けること。

· 競技した靴など、泥の付着した格好で宿舎に入らないこと。

· 9日のチェックアウトの際は忘れ物に注意すること。

2.4.4　荷物・自家用車の保管

· 選手の荷物や自家用車は、7日午前（開会式開始前）～9日夕方（閉会式終了後）まで各宿舎に預けることができる。詳細については、大学ごとに宿舎へ問い合わせること。なお、8日（ミドル）および9日（リレー）の競技会場への自家用車での来場は禁止する。

· 貴重品は各自で管理すること。宿舎を離れるときには、忘れずに持っていくこと。

2.4.5　食事・入浴

· 7日・8日の夕食および8日・9日の朝食は各宿舎の所定の場所でとること。

· 夕食は、7日・8日とも18:00～20:00の間にとること。なお、食事の時間までに宿舎に到着できない場合は事前に宿舎に連絡しておくこと。

· 朝食は、8日・9日とも6:00～7:00の間にとること。なお、バスの時刻に合わせて、宿舎ごとに開始時刻が異なる場合がある。大学ごとに確認すること。

· 入浴時間は各宿舎の指示に従うこと。また、部屋の風呂は利用できないため、大浴場を利用すること。

2.4.6　インフォメーションデスク

· 7日・8日の19:00～21:00の間、旅館江泉にインフォメーションデスクを設置する。
· インフォメーションデスクでは、大会に関する問い合わせ、トラブル・不慮の事故への対応等の業務を行う。トラブル・不慮の事故が発生した場合には直ちに連絡し指示を受けること。
· 21時以降については、2.5.3に示す連絡先に連絡すること。
· また、8日は選手権A-Final全出走選手のラップ表およびリレー選手権の部オーダー一覧、リレーで使われるコントロール位置説明の一覧表を配布する。各校の代表者は開設時間内に取りに来ること。なお、ミドル・ディスタンス競技の成績速報・リレー競技のオーダー一覧については8日夜に下記サイトに掲載される予定である。

Lap Center：http://matoba.dip.jp/lapcenter（携帯電話によるアクセス可）
2.5 その他の注意事項

2.5.1　傷害保険・保険証

· 本大会では傷害保険に加入している。この保険は、3月7日の開会式～9日の閉会式終了までの間適用される。

· 怪我等により治療を受けた場合は、通院以上で、次のような保険金が支払われる。

· 死亡・後遺傷害：300万円

· 入院：3,500円／日（180日限度）

· 通院：1,840円／日（事故の日から180日以内の間で90日限度）

· この傷害保険についての問い合わせ・保険の請求等については、日本旅行まで問い合わせること。連絡先は以下のとおりである。なお、大会期間中は会場（本部付近）に常駐している。
	㈱日本旅行東京南支店：正能・小穴
〒104-0031　東京都中央区京橋1-17-10内田洋行ビル2階
TEL：03-3567-2581　 FAX：03-3567-3985
e-mail：orienteering@nta.co.jp


· 遠隔地の参加者はインカレ開催地までの移動が長距離になるため、往復時の事故等に備えるために各自で国内旅行保険（500円から1,000円程度で各旅行会社・保険会社で取り扱っている）をかけておくことが望ましい。

· 万一に備え、健康保険証のコピーを持参しておくこと。

2.5.2　キャンセルについて

· 《宿泊費等》・《輸送費・傷害保険料等》については、キャンセルによる返金に応じる。ただし、参加費は返金しない。

· 返金の手続きの方法は「申込の手引き」を参照すること。

· キャンセル料は、以下の通りである。なお、キャンセル料は主管者がキャンセルを受理した日付をもとに算出する。
《宿泊費等》・《輸送費・傷害保険料等》に対して
2月14日（木）まで ・・・・・・・・・30％

2月15日（金）～2月28日（木）・・・・50％

2月29日（金）以降・・・・・・・・・100％
· キャンセルについての問い合わせは以下のところで受け付ける。

エントリー責任者：保呂 毅（ほろ つよし）

E-mail：ic2007-info@orienteering.com

2.5.3　主管者連絡先

· 主管者の連絡先を以下に示す。なお、問い合わせなどはメールにて行うこと。

大会実行委員長：森澤 寿里（もりさわ じゅり）

E-mail：m-toyo@y3.dion.ne.jp
· 3月6日～3月9日の緊急連絡先を以下に示す。

　　吉野　信（よしの　まこと）

TEL：090-8375-5726
2.5.4　その他

· リレー競技全クラスのリスタート完了（13:00 予定）までの間、いかなる場所（宿舎等含む）においても、併設大会（大和高原二日間大会）で使用する地図の閲覧を禁止する。違反が発覚した場合失格とする。

· 大会期間中の選手村と競技会場の往復は、すべて専用バスを利用すること。

· 競技会場やスタートへの移動は、本プログラムに示された以外の手段を用いてはならない。

· ミドル・リレー（3月8日・9日）とも、テレイン内（競技会場含む）での競技目的の携帯電話・PHS 等の使用を禁止する。

· テレイン内（競技会場含む）には、下記のものを持ち込んではならない。持ち込んだことが発覚した場合は、失格などの措置をとる場合がある。
· 要項に記載されている立入禁止区域内の地図およびそれに類するもの（O-Map、行政図、コピー、写真、イラストなど）。ただし、モデルイベント地図（4.2参照）はこの限りではない。

· テレイン内（競技会場含む）および移動バス内での飲酒・喫煙を禁止する。

· すべての競技者・チームオフィシャルは、競技より優先される不慮の事故が発生した場合には、最寄りの役員、あるいは大会本部に連絡すること。

3.　モデルイベント開設前［～ 3 / 5（水）］

· モデルイベント開設前（～3 / 5（水））に本大会参加予定者のオリエンテーリング目的でのテレイン内への立ち入りを一切禁止する。

4.　モデルイベント［3 / 6（木）～ 3 / 7（金）］
4.1 モデルイベント開設期間
3月6日（木） 13：00～16：00

3月7日（金）  9：00～13：00

4.2　モデルイベント地図
· モデルイベント地図の縮尺は1:10000、等高線間隔5m、走行可能度4段階表示で描かれている。

· モデルイベント地図は実際に競技に使用する地図と同一基準（JSOM2007）で調査されている。

· モデルイベント地図（コントロール位置印刷済）は本要項と共に配布する予定である。また、モデルイベント会場においても若干数の地図を販売する。

· モデルイベント地図は耐水加工されていない。地図を入れるビニール袋等が必要な場合は各自用意すること。
4.3　モデルイベント会場
· モデルイベント会場は奈良市都祁交流センターである。
· 駐車場は奈良市都祁交流センターの駐車場を使用することができる。
4.4　モデルイベント会場までの交通
· 会場付近の図に関しては5.1を参照すること。

· 公共交通機関を利用する場合

→ 会場に近い道の駅「針テラス」に名古屋・大阪・関東方面から高速バスが到着する（停留所名は「大和高原都祁」）。また、5.1に近鉄榛原・奈良・天理各駅から奈良交通バスを利用する場合を示しているので、各自で参照のこと。

· 自家用車を利用する場合

→ 名阪国道針インターチェンジから5分以内である。

· 大会専用バスを利用する場合

→ 7日のみ、近鉄奈良駅周辺から都祁交流センター行きの大会専用バスも利用することが出来る（事前申込者のみ）。

＜大会専用バスの申し込み方法について＞

近鉄奈良駅周辺から都祁交流センター行きの大会専用バスの申し込みを受け付ける。利用する場合は、必ず大学ごとに人数をまとめて申し込むこと。なお、申込み期限および代金の振込み方法などの詳細は大会エントリーサイトを参照すること。パスストップおよび発車時刻についても、後日大会エントリーサイトにアップされるので参照のこと。

大会エントリーサイト ： http://matoba.dip.jp/ice/2007/index.jsp
4.5　モデルイベント利用手続き方法
4.5.1　受付

· モデルイベント参加者は入山前に必ず会場の受付に立ち寄り、ノートに氏名・学校名・携帯電話番号・入山時刻を記入すること。
· 下山時も必ず受付に立ち寄り、下山時刻を記入すること。なお、下山時刻の記入が無い場合、捜索の対象となる可能性がある。

4.5.2　e-cardの貸し出し

· モデルイベント会場の受付にて希望者にe-cardを貸し出す。貸し出すe-cardはモデルイベント専用のものである。
· e-cardは下山時に回収する。必ず返却すること。
· e-cardを紛失もしくは破損した場合、弁償金（3000円）を徴収する。
· 個人所有のe-cardを使用してもよい。
4.6　モデルイベントテレインへの移動
· 会場からモデルイベントテレインまでは約2.0 km、徒歩で約25分である。
· テープによる誘導は行わない。モデルイベント地図に付記されているテレインまでの縮図を参照すること。
4.7　モデルイベント内容
· モデルイベントで使用するテレインは、実際の競技で使用するテレインと類似している。特に植生に関しては、モデルイベントテレインを参考にすること。
· モデルイベントで設置する器具や、その設置状況は以下の通りである。
	
	設置器具
	内容

	1
	コントロール
	EMITのコントロールユニットの見本を会場に設置する。また、モデルイベントテレイン内の全コントロールには、フラッグおよびコントロールユニットが設置されており、フラッグの見え方や設置状態を確認できる。

	2
	スタート地区
	選手権A-Finalのスタート地区に準じた設備を設置する。

	3
	最終コントロールからフィニッシュまでのテープ誘導
	選手権予選に準じた誘導テープを設置する。

	4
	フィニッシュ地区
	選手権予選、選手権B-Final、一般の部に準じて、パンチングフィニッシュのためのユニットを設置する。

	5
	立入禁止を示すテープ
	会場内に見本を設置する。


4.8 モデルイベント注意事項

· モデルイベント開設期間中は、主管者では傷害保険に加入していないので、怪我には十分注意すること。必要な者は各自で傷害保険に加入すること。

· モデルイベント開設期間中、主管者が設置した以外のコントロールフラッグ・テープ等をモデルイベントテレイン内に設置することは一切認めない。

· 下山時刻は厳守すること。下山時刻は、6日（木）は16:00、7日（金）は13:00である。下山時刻までに必ずモデルイベント会場に戻り、受付に立ち寄ること。

· モデルイベントに関する緊急連絡はモデルイベント担当の信末（TEL：080-5620-4532）へ行うこと。

· 会場内は極力汚さないこと。なお、会場入口付近に足洗い場等を設ける予定なので、当日の情報に注意すること。

· 飲食は開会式が行われるホールのみ禁止する。ゴミは各自持ち帰ること。なお、昼食等は近辺の道の駅「針テラス」等でとることが可能である。詳しくは各自で調べておくこと。

5.　開会式［3 / 7（金）］

5.1 開会式会場

開会式はモデルイベント会場と同じ都祁交流センター内にあるホールにて行う。

· 会場までの公共交通機関を利用する場合
下記掲載のもの以外に、新大阪・梅田、名古屋方面から高速バスが「針インター」（もしくは「大和高原都祁」）バス停を経由している。詳しくは各自で調べておくこと。

＊ 近鉄榛原駅からバス→ 都祁中学校前下車 徒歩約10分
＜行き＞
	榛原駅
	8:20
	9:12
	10:12
	12:12

	都祁中学校前（660円）
	8:47
	9:39
	10:39
	12:39

	針インター（720円）
	8:54
	9:46
	10:46
	12:46


＜帰り＞

	針インター
	13:03
	15:01
	16:32
	17:00

	都祁中学校前
	13:08
	15:06
	16:37
	17:05

	榛原駅
	13:37
	15:35
	17:06
	17:34


＊ JR奈良駅、近鉄奈良駅からバス→「都祁交流センター」下車すぐ（1170円）

＜行き＞　　　　　　　　　　　　　　　　　＜帰り＞

	JR奈良駅
	7:40

	近鉄奈良駅
	7:43

	下水間（乗換）
	8:28／8:35

	針インター
	8:56

	都祁交流センター
	9:00

	都祁交流センター
	16:34

	針インター
	16:38

	下水間（乗換）
	16:59／17:05

	近鉄奈良駅
	17:51

	JR奈良駅
	17:54


＊ JR近鉄天理駅からバス→「針インター」下車徒歩約10分（890円）

＜行き＞
	天理駅
	7:20
	9:20
	11:30
	12:40

	針インター
	7:56
	9:46
	12:06
	13:06


＜帰り＞

	針インター
	11:38
	12:50
	15:38

	天理駅
	12:07
	13:25
	16:07


· 自家用車を利用する場合
＊ 名阪国道針インターチェンジから約5分。

都祁交流センターの駐車場を利用すること。ただし大会専用バスの乗降箇所にもなるため、駐車の際は注意する事。
· 大会専用バスを利用する場合

開会式のみ参加する場合も、近鉄奈良駅周辺から都祁交流センター行きの大会専用バスを利用することが出来る（事前申込者のみ）。申し込み方法は4.4の＜大会専用バスの申し込み方法について＞を参照のこと。
＜開会式、モデルイベント会場案内図＞
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5.2　大会受付［11:00～13:00］
5.2.1　配布物

· 大会受付を開会式会場の入口に設置する。各校の代表者は必ず大会受付にて手続きを行うこと。

· 大会受付では、以下のものを配布する。受け取ったら中身を確認すること。

· チームオフィシャル用IDカード(以下IDカードと略記)

各校のチームオフィシャルであることを示すもの。チームオフィシャルがいる学校に配布する。チームオフィシャルは、大会期間中必ず携行すること。

· バックアップラベル

e-cardのバックアップラベルはミドル選手権の部に出場する者に対してはミドル用2枚とリレー用1枚の計3枚を、ミドル選手権の部に出場しない者に対してはミドル用・リレー用1枚ずつ計2枚配布する。

· ナンバーカード

選手権予選・選手権B-Final、リレー・スプリントにおいて使用する。なお、ナンバーカードを付ける際に必要な安全ピンは、原則各自で準備すること。安全ピンは予備的に大会受付にて販売するが、数に限りがある。
· ネームタグ

防寒着等輸送に使用する。

· リレーオーダー用紙

「オーダー用紙(選手権の部)」、「オーダー用紙(一般の部)」、「スプリントクラス申し込み用紙・欠場届」、「混成チーム編成届」、「リレー直前変更届」。提出については6.1.5を参照すること。

· リレーオーダー用名前シール

リレーのオーダー用紙を記入する際に使用する。

· テクニカルミーティング質問用紙

競技に関する質問を記入する用紙。テクニカルミーティング終了後に回収する。詳しくは開会式で指示する。

· 宿泊券ほか日本旅行からの配布物

チェックインするときに、宿泊券を宿舎に提出すること。

· 弁当引換券

昼食の弁当を受け取るときに提出すること。引換については6.1.3、7.1.6を参照すること。

· 本大会で使われるコントロール位置説明の一覧表

· 受け取れなかった場合

受け取り場所はインフォメーションデスクとする。なお、インフォメーションデスクについては2.4.6を参照のこと。

5.2.2　欠場受付［11:00～13:00］

· 各校代表者はこの時点で不参加がわかっている場合、欠場届を大会受付に届けること。
· 欠場届は「大会エントリーサイト」に掲載されているので必要に応じて印刷してくること。
· 忘れた場合は大会受付へ申し出ること。
5.2.3　チームオフィシャル変更受付［11:00～13:00］

· 2月29日（金）以降にチームオフィシャルを変更することになった学校は、所定の用紙に記入の上、大会受付に提出すること。
· 変更前後でチームオフィシャルの性別が異なる場合、宿泊に不都合が生じることがある。
· 変更受付終了後は、チームオフィシャルの変更は認めない。
5.3　公式掲示板［11:00～16:00］
· 公式掲示板を開会式会場内に設置する。

· 公表される情報は以下の通りである。

· チームオフィシャルの変更

· 裁定委員の氏名

· 本要項の発行後、変更のあった事項

· 公式掲示板に提示された内容は、代表者ミーティングでも知らせる。
5.4　開会式［13:00～13:30］
開会式は以下の内容を予定している。

1. 開会宣言

2. 主催者挨拶

3. 来賓挨拶

4. 優勝旗優勝杯返還およびレプリカ贈呈

5. 選手宣誓

選手宣誓は、選手権予選男子第1レーン、女子第1レーンのトップスタートの者が行う事とする。

5.5　テクニカルミーティング［13:30～13:50］
· 競技責任者が、競技に関する事項を中心に、情報提供および諸注意を行う。

· テクニカルミーティング終了後、競技に関する質問を受け付ける。ただし、主管者側で不適当と判断した事項については回答しない。

· 質問は大会受付で配布されるテクニカルミーティング質問用紙に記入し、テクニカルミーティング終了後に提出すること。

· 質問に関する回答は、この後の代表者ミーティングにて行う。
5.6　シード選手紹介［14:00～15:30］
· シード選手はテクニカルミーティング終了後、司会者席前付近に集まること。

· シード選手紹介終了後、代表者ミーティングへ参加しないものは16:00までに開会式会場から退出すること。
5.7　代表者ミーティング［15:45～16:15］
· 代表者ミーティングは、ステージ前にて行う予定である。詳細は放送等で連絡する。

· 参加できるのは、チームオフィシャルを含めて各校2名までとする。チームオフィシャルは必ずIDカードを携行すること。

· 代表者ミーティングは、以下の内容で行われる。

· 注意事項の確認
· テクニカルミーティング後に提出された質問に対する回答
5.8　開会式会場から選手村への移動について 

· 開会式会場（都祁交流センター）から選手村へは、大会専用バス（事前申込者のみ）および自家用車・公共交通機関で移動する。

· 大会専用バスを申し込む際は下記＜大会専用バスの申し込み方法について＞を参照のこと。各宿舎の位置・連絡先については2.4.1および2.4.2を参照すること。

＜大会専用バスの申し込み方法について＞

開会式会場（都祁交流センター）から選手村バスストップ行きの大会専用バスの申し込みを受け付ける。開会式終了後、順次開会式会場を出発し、最終便は代表者ミーティング終了後に発車する。必ず大学ごとに人数をまとめて2月22日（金）までに大会エントリーサイトにて申し込むこと。代金の振込み方法などの詳細は大会エントリーサイトを参照、および大会役員の指示に従うこと。

大会エントリーサイト ： http://matoba.dip.jp/ice/2007/index.jsp
5.9 インフォメーションデスク［19:00～21:00］

· インフォメーションデスクに関しては、2.4.6を参照すること。

6.　ミドル・ディスタンス競技［3 / 8（土）］

6.1　ミドル全般

6.1.1　選手村から競技会場への移動

· 選手村バスストップから競技会場バスストップまで、大会専用バスで移動する。選手村バスストップの場所は2.4.1 を参照すること。

· 選手村バスストップには、発車時刻の5分前までに集合すること。

· 各便の時刻表を以下に示す。各自スタート時刻の目安を参考に集合し、乗車すること。なお、選手権の部と一般の部でバスストップは同じであるが、乗車するバスが分かれるので注意すること。

· チームオフィシャルは、空席があればどちらのバスにも乗車できる。下記の時刻表を参照のこと。なお、乗車にあたってはIDカードを提示すること。

· バスの競技会場到着が到着限界時刻に遅れた場合、スタート時刻を遅らせるなどの対応をする場合があるので、役員の指示に従うこと。

· バスの所要時間は45分程度と長時間であるため、トイレなどは乗車前に済ませておくこと。

· 会場バスストップから競技会場までは紫白色テープ誘導0.6 km、徒歩約10分である。

· 開場時刻は7:30である。

バス時刻表

	No.
	選手村

バスストップ
	会場

バスストップ
	到着限界時刻
	スタート時刻目安

	1
	6:40
	7:25
	8:00
	選手権の部
	8:44～8:59

	
	
	
	
	一般の部
	10:15～

	2
	6:55
	7:40
	8:15
	選手権の部
	9:00～9:14

	3
	7:10
	7:55
	8:30
	選手権の部
	9:15～9:30

	
	
	
	
	一般の部
	10:15～

	4
	7:40
	8:25
	9:00
	〃
	10:15～


	5
	8:10
	8:55
	9:30
	〃
	10:15～

	6
	8:40
	9:25
	10:00
	〃
	11:45～


6.1.2　会場レイアウト

競技会場レイアウトを以下に示す。なお、レイアウト図は当日、競技会場にも掲示する。
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· 体育館内には既設の男女別の更衣室がある。

· グラウンドが手狭なため、貴重品を除く荷物は、なるべく体育館に置くこと。体育館には役員が常駐するが、荷物の紛失、盗難等の責任は負わない。

· グラウンドが手狭なため、テントやタープの設置を禁止する。また、シートの設置は認めるが、お互いに譲り合うこと。

· 体育館の出入口として、東出入口の他に、西出入口２カ所も開放する。こちらは、男女それぞれのトイレおよび更衣室に直結しているため、男性は男性専用出入口を、女性は女性専用出入口を利用すること。

· グラウンドの他、体育館でも飲食を許可する。

· 本部、受付、弁当配布所は体育館に設置する。体育館の詳しいレイアウトに関しては、当日掲示するレイアウト図を参照すること。

· トイレは体育館にあるトイレと、グラウンドに設置する仮設トイレを開放する。その他のトイレは利用しないこと。

· スタート地区の他に、競技会場にもスタートユニットを設置する。
· ウォーミングアップエリアを競技中の選手が通ることがある。ウォーミングアップ中の者は、役員の指示に従い、選手の競技に支障をきたさないこと。

· レイアウト図内の△で示された道は、ミドル、リレー両日とも、競技時間以外に限って通行可能とし、競技時間中の観客の通行を禁止する。現地で交通整理を行う役員の指示に従うこと。
· 体育館以外の建物や、立ち入り禁止区域には立ち入らないこと。

· 時間帯によって封鎖する道があるので、大会当日、公式掲示板で確認を行い、また、現地で交通整理を行う役員の指示に従うこと。

· ミドル、リレー両日とも、青少年野外活動センターを利用する他の団体がある。競技中、観戦中問わず、節度ある態度を心がけること。他の団体が大勢で会場周辺を移動することがあるので注意すること。

6.1.3　弁当配布［10:30～12:30］

· 配布の放送がかかり次第、各校の代表者が弁当引換券持参の上、弁当配布所（体育館東出入口）に弁当を取りに来ること。

· 弁当のゴミは受付にて回収するので、大学ごとにまとめて持参すること。
· 弁当配布所では、温かい汁物と飲み物の販売も行う予定である。

6.1.4　表彰式［15:10～］

· 表彰式は15:10頃よりグラウンドにて行う。詳細は放送によって案内する。

· 選手権の部は選手権A-Finalの男女上位1名を2007年度ミドル・ディスタンス競技部門選手権者とする。また、選手権A-Final男女上位6名を入賞者として表彰する。なお、選手権A-Finalに進出した初年度学連登録者の中で最も成績の良かった選手男女各1名を特別表彰する。選手権B-Finalの各コースの上位１名を表彰する。

· 一般の部は各クラス上位３名を表彰する。過年度生は表彰対象外とする。

· 表彰式は一般の部、選手権の部の順に行う。

· 表彰対象者は放送で招集するので、指示された場所に速やかに集まること。

· 体育館東側出入口において花束販売を行う。なお、花束贈呈の際に、表彰対象者以外が表彰台に乗ることを禁止する。

6.1.5　リレーオーダー用紙提出［15:00～16:00］
· 各校の代表者は翌日のリレー競技部門のオーダー用紙を提出すること。

· 前日に大会受付で配布したリレーオーダー用紙のうち、「リレー直前変更届」を除く全ての用紙を受付に提出すること。

· リレーの各クラスにおいて、エントリーしたチーム数を越えて自校内でチームを組むことはできない。

· 一般の部において複数の大学で構成されるチームを組む場合は「混成チーム編成届」をいずれかの大学が提出すること。混成チームのナンバーカードは8日のインフォメーションデスクまたは9日の受付で配布する。

· 全員分に該当するリレーオーダー用名前シールを、提出するいずれかの用紙に貼ること。なお、シールにはすでに欠場届を受理された選手の分も含まれている。その場合は「スプリントレース申込用紙・欠場届」の該当する欄に貼ること。

· リレーでは、人数の揃わないチームは出場できない。チームを組めなくなった場合、そのチームの選手はスプリントクラスに出場するか、観戦となる。

6.1.6　代表者ミーティング［16:00～16:15］

· 代表者ミーティングは本部前で行う。

· 参加できるのは、チームオフィシャルを含めて各校2名までとする。チームオフィシャルは必ずIDカードを携行すること。

· 代表者ミーティングは以下の内容で行う。

· 競技上の注意・諸連絡

· リレーに出場する選手がいない大学のe-cardの回収
6.1.7　競技会場から選手村への移動

· 14:00、14:30、15:00、および表彰式終了後順次、競技会場バスストップから選手村バスストップへの専用バスを発車させる。役員の指示に従い乗車すること。

· 最終便の発車は代表者ミーティング終了の15分後（16:30）を予定している。
6.1.8　インフォメーションデスク［19:00～21:00］

· インフォメーションデスクに関しては、2.4.6を参照すること。

6.2　選手権予選

· 選手権予選では故意の追走を防ぐため、同一スタート時刻には異なるコースの選手が異なるレーンから出走する。同一スタート時刻の選手は全員違うコースを走ることになり、選手は地図を受け取るまで自分がどのコースに割り振られているのかを知ることができない。このようなスタート方式のため、コントロール位置説明は事前に公表しない。

· レーンおよびコースは共に抽選により決定される。

· リフトアップスタート・パンチングフィニッシュである。

· 代走は受け付けない。

· ナンバーカードは胸に着用し、安全ピンで四隅を固定すること。

· 防寒着等輸送（会場 → フィニッシュ）

· スタート前の選手とフィニッシュ後の選手の接触を避けるため、フィニッシュでは9:30まで選手の隔離を行う。その間選手は会場に向かうことができない。そのためフィニッシュ時刻の早い選手はフィニッシュで待機する時間が長くなる。主催者側では会場からフィニッシュへの防寒着輸送を行う。

· 輸送を希望する者はネームタグを付けて、救護テント（6.1.2参照）内の役員に預けること（少量にすること）。荷物には紛失防止のために各自ネームタグ等をつけること。預かった荷物は順次予選フィニッシュへ輸送される。

スタート地区への移動

· スタート地区へは徒歩による移動になる。青白色テープ誘導0.2km、徒歩で5分以内である。

· チームオフィシャルはスタート地区まで行くことができる。IDカードを持参すること。

スタート［8:44～9:30］

· e-cardとナンバーカードが無い選手はスタートできない。

· スタート地区の時計は現在時刻を示している。

· スタート枠に入る前にe-cardをスタートユニットにはめ込み、アクティベートを行うこと。故障が疑われる場合は、役員に申し出て交換すること。
· スタート3分前になったら、自分のスタートレーンに入ること。1分ごとに枠をひとつずつ進むこと。

· スタート1分前になったら、役員にe-cardを提示し、e-cardをアクティベートさせ、地図のラベルのレーンと名前を確認すること。
· スタート10秒前になったら、e-cardをスタートユニットにはめ込むこと。スタートの合図と同時にe-cardを離し、地図を受け取ってスタートし、赤白色テープ誘導に従ってスタートフラッグ（地図上の△）まで進むこと。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

· 一度スタートした選手は必ずフィニッシュを通過するか、何らかの方法でe-cardをフィニッシュに提出すること。提出がない場合は未帰還者として捜索される。

＜選手権予選スタートレイアウト＞
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	■：スタートユニット


· 遅刻者

· 遅刻者は遅刻枠に直行し、役員にe-cardを提示すること。

· 地図を受け取ったら役員の指示に従ってスタートすること。

· 所要時間はスタートリストに記載されている時刻からスタートしたものとして計算される。

· 他の選手の都合により、すぐにスタートできない場合がある。

· 15分以上遅刻した場合、スタート閉鎖時刻まで出走は可能であるが失格とする。

· 選手権予選スタート閉鎖は9:45である。

競技［8:44～10:30］

· 競技時間は60分である。これを超えると失格とする。速やかにフィニッシュに向かうこと。

フィニッシュ［8:44～10:30］

· 競技会場とは別の場所に選手権予選フィニッシュを設営する。

· 最終コントロールからは赤白色テープ誘導に従って進むこと。

· フィニッシュはパンチングフィニッシュとする。パンチングフィニッシュ用ユニットにe-cardをはめ込むこと。

· e-cardは役員の指示に従って提出すること。失格判定を行った後、その場で選手に返却する。e-cardを提出できない場合には失格とする。

· バックアップラベルを紛失した場合でも、電子的記録でコントロールを順番に回ってきたことが確認できれば失格とはしない。

· 地図回収を行う。地図を提出できない場合は失格とする。

· スタート前の選手とフィニッシュ後の選手の接触を避けるため、フィニッシュでは9:30まで選手の隔離を行う。

· フィニッシュでは一切の調査依頼を受け付けない。

· 選手権予選フィニッシュ閉鎖は10:30である。

· チームオフィシャルがフィニッシュに行くことはできない。

· 会場までは紫白色テープ誘導である。

成績発表

· 選手権予選の結果、男子選手権予選各コース上位10名、女子選手権予選各コース上位12名が選手権A-Finalに出場できる。選手権予選同コース内において同着により男子11名以上の選手が10位以内、女子13名以上の選手が12位以内に入った場合はその全員が選手権A-Finalに出場できる。

· 選手権A-Finalのスタートリストは10:45（予定）までに暫定の発表を行う。この時点での成績および選手権A-Finalスタート時刻は最終確定ではなく変更の可能性がある。

· 選手権A-Finalのスタートリスト最終確定版の発表は調査依頼の処理（11:30）が終了次第行う。

· 選手権A-Finalに進めなかった選手・失格となった選手・選手権予選未出走の選手は選手権B-Finalに参加できる。

調査依頼

· 調査依頼はフィニッシュ後速やかに受付まで文書にて行うこと。調査依頼用紙は受付に用意する。

· 調査依頼の締め切りは11:30である。選手権A-Finalに出場できる可能性のある選手は早めに行うこと。

6.3 選手権A-Final

· e-cardは選手権予選で使用したものを使う。ただし紛失した場合は、受付にて新たにe-cardを配布する。バックアップラベル、ナンバーカードは新しいものを使用する。選手権予選のバックアップラベル、ナンバーカードをはずし新しいものに取り替えること。

· ナンバーカードは胸と背中に着用し、安全ピンで四隅を固定すること。

· リフトアップスタートし、計時線通過をもってフィニッシュとする。

受付［10:45～11:45］
· 選手権A-Finalのスタートリストは10:45（予定）までに暫定の発表を行う。10:45発表時点での成績を元に、受付を開始する。この時点での成績および選手権A-Finalスタート時刻は最終確定ではなく、変更の可能性がある。

· 選手権A-Finalの確定スタートリスト発表は、調査依頼の処理（11:30）が終了次第行う。受付時点から変更があった場合には、放送もしくはスタート待機所へのバスにて役員より指示する。

· 選手権A-Final出場者は受付にて選手権A-Final用のナンバーカード、安全ピン、コントロール位置説明を受け取ること。

· 自分のスタート時刻とナンバーカード番号が正しいかどうか、公式掲示板の選手権A-Finalスタートリストで確認すること。

· 選手権A-Finalを欠場する場合は、欠場する旨を受付で告げること。選手権A-Finalを欠場する選手がいた場合でも、選手権予選不通過者からの補充は行わない。

· 選手権A-Finalのスタートは選手権予選通過順位下位の選手から行う。
スタート待機所への移動

· スタート待機所へは選手権A-Final出場者およびチームオフィシャルのみが行くことができる。選手はe-cardおよびナンバーカード、チームオフィシャルはIDカード、その他スタートまでに必要なものを持参すること。e-card又はナンバーカードを忘れた場合失格とする。

· スタート待機所までは大会専用バスによる移動となる。

· 発車時刻の5分前までにバスストップに集合すること。

· 会場からバスストップまでは紫白色テープ誘導0.6km、徒歩約10分である。

· バスのスタート待機所到着が到着限界時刻より遅れた場合、スタート時刻を遅らせる等の対応をする場合があるので、役員の指示に従うこと。

· 各便の時刻表を以下に示す。各自のスタート時刻の目安を参考に集合し、乗車すること。

	№
	バスストップ
	スタート待機所
	到着限界時刻
	スタート時刻目安

	1
	12:00
	12:10
	12:25
	13:10～13:36

	2
	12:15
	12:25
	12:50
	13:37～14:02

	3
	12:30
	12:40
	13:15
	14:02～


· チームオフィシャルがスタート待機所から会場へ戻るバスは14:00、14:30、15:00に発車する。

スタート待機所

· 選手権のスタート待機所は競技会場と異なる場所に設ける。

· スタート待機所では雨を避けることができる。

· スタート待機所のトイレは数が限られているので、スタート待機所に出発する前に会場で済ませておくことが望ましい。

· ウォーミングアップは、スタート地区までの誘導区間で行うこと。

スタート地区への移動

· スタート地区までは徒歩による移動となる。紫白色テープ誘導 1.2km、徒歩約25分である。

· チームオフィシャルはスタート地区まで行くことができる。IDカードを持参すること。

· 選手はe-cardおよびナンバーカードを持参すること。

· 防寒着等輸送（スタート待機所・スタート地区→競技会場）

· スタート待機所・スタート地区まで持参した荷物は役員も競技会場まで輸送するが、チームオフィシャルが輸送することが望ましい。輸送を希望する選手はネームタグを付けてスタート待機所又はスタート地区の指定の場所に預けること。預かった荷物は、競技会場行きのバスに載せて輸送される。

· 防寒着等の返却は競技会場内の体育館にて行う。返却が遅くなることがあり得るので、注意すること。

スタート［13:10～14:28］

· スタートは下記の通り行う。

ME:　13:10～14:28　2分間隔でスタート

WE:　13:21～14:07　2分間隔でスタート

· e-card又はナンバーカードが無い選手はスタートできない。

· スタート地区の時計は現在時刻を示している。

· スタート枠に入る前にe-cardをスタートユニットにはめ込み、アクティベートを行うこと。

· スタート4分前になったら、役員にe-cardを提示し確認を受けた後、スタートレーンに入ること。3分前になったら一つ前の枠に進むこと。

· スタート2分前になったら、2分前枠に移動を開始すること。2分前枠までは赤白色テープ誘導30mである。

· スタート1分前に本スタートへの移動を開始すること。本スタートまでは赤白色テープ誘導30ｍである。

· スタート10秒前になったらe-cardをスタートユニットにはめ込むこと。

· スタートの合図と同時にe-cardを離し、地図を受け取ってスタートし、スタートフラッグまで進むこと。計時はスタートの合図から行う。

· スタートフラッグは本スタートの目の前に設置してある。地図上の（△）の中心にスタートフラッグがある。

· 一度スタートした選手は必ずフィニッシュを通過するか、何らかの方法でe-cardをフィニッシュに提出すること。提出がない場合は未帰還者として捜索される。

＜選手権A-Final スタートレイアウト＞
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· 遅刻者
· 遅刻者は遅刻枠に直行し、役員にe-cardを提示すること。

· 所要時間はスタートリストに記載されている時刻からスタートしたものとして計算される。

· 他の選手の都合により、すぐにスタートできない場合がある。

· 15分以上遅刻した場合、出走を認めない。

· 選手権A-Finalスタート閉鎖は14:43である。

競技［13:10～15:28］

· 競技時間は60分である。これを超えると失格とする。速やかにフィニッシュに向かうこと。

フィニッシュ［13:10～15:28］

· フィニッシュは会場に設営する。

· 最終コントロールからは赤白色テープ誘導に従って進むこと。

· 計時線を通過した時点でフィニッシュとなる。

· 計時線より先は追い越し禁止とする。

· e-cardは役員の指示に従って提出すること。失格判定を行った後、その場で選手に返却する。e-cardを提出できない場合には失格とする。

· バックアップラベルを紛失した場合でも、電子的記録でコントロールを順番に回ってきたことが確認できれば失格とはしない。

· 地図回収を行う。地図を提出できない場合は失格とする。

· フィニッシュでは一切の調査依頼を受け付けない。

· 選手権A-Finalフィニッシュ閉鎖は15:28である。

調査依頼

· 調査依頼はフィニッシュ後速やかに受付まで文書にて行うこと。調査依頼用紙は受付に用意する。

· 調査依頼の締め切りは16:28である。

表彰式［15:10以降］

· 選手権A-Finalの男女上位1名を2007年度ミドル・ディスタンス競技部門選手権者とする。

· 選手権A-Finalの男女上位6名を入賞者として表彰する。

· 選手権A-Final出場者中、日本学連登録初年度の選手で最も成績の良かった男女各1名を特別表彰する。

6.4　選手権B-Final
· 男子選手権予選各コース上位10名、女子選手権予選各コース上位12名までに入れなかった選手は選手権B-Finalに出場できる。

· 選手権B-Finalは30秒間隔でスタートする。

· 選手権B-Finalは同一レーンの選手が同一のコースを走ることになる。

· コントロール位置説明は事前に公表しない。

· 選手権B-Final出場者のスタート時刻は選手権予選のスタートリストに併記している。選手権A-Finalに出場した選手のスタート予定時刻はvacant扱いとする。

· 選手権B-Finalにおいてe-card、ナンバーカードは選手権予選で使用したものを使う。ただしe-cardを紛失した場合は、受付にて予備を配布する。バックアップラベルは新しいものを使用する。選手権予選のバックアップラベルをはずし新しいものに取り替えること。

· リフトアップスタート・パンチングフィニッシュである。

スタート地区への移動

· スタート地区までは徒歩による移動になる。青白色テープ誘導0.2km、徒歩で5分以内である。

· スタート地区からの防寒着等輸送は行わない。

スタート［11:50～12:13］

· e-cardとナンバーカードが無い選手はスタートできない。

· スタート地区の時計は現在時刻を示している。

· スタート枠に入る前にe-cardをスタートユニットにはめ込み、アクティベートを行うこと。

· スタート90秒前になったら、自分のスタートレーンに入ること。30秒ごとに枠をひとつずつ進むこと。

· スタート30秒前になったら、役員にe-cardを提示し、確認を受けること。

· スタート10秒前になったら、e-cardをスタートユニットにはめ込むこと。

· スタートの合図と同時にe-cardを離し、地図を受け取ってスタートし、スタートフラッグまで進むこと。

· スタート後、赤白色テープ誘導に従って進み、スタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

· 一度スタートした選手は必ずフィニッシュを通過するか、何らかの方法でe-cardをフィニッシュに提出すること。提出がない場合は未帰還者として捜索される。

＜選手権B-Final スタートレイアウト＞
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· 遅刻者

· 遅刻者はB-Finalに出走する残りの選手がすべて出走した後スタートする。所要時間はスタートリストに記載されている時刻からスタートしたものとして計算される。

· 選手権B-Finalスタート閉鎖は12:15である。

競技［11:50～13:15］

· 競技時間は60分である。これを超えると失格とする。速やかにフィニッシュに向かうこと。

フィニッシュ［11:50～13:15］

· 競技会場とは別の場所にフィニッシュを設営する。

· 最終コントロールからは赤白色テープ誘導に従って進むこと。

· フィニッシュはパンチングフィニッシュとする。パンチングフィニッシュ用ユニットにe-cardをはめ込むこと。

· e-cardは役員の指示に従って提出すること。失格判定を行った後、その場で選手に返却する。e-cardを提出できない場合には失格とする。

· バックアップラベルを紛失した場合でも、電子的記録でコントロールを順番に回ってきたことが確認できれば失格とはしない。

· 地図回収を行う。地図を提出できない場合は失格とする。

· フィニッシュでは一切の調査依頼を受け付けない。

· 選手権B-Finalフィニッシュ閉鎖は13:15である。

· 競技会場までは紫白色テープ誘導である。

調査依頼

· 調査依頼はフィニッシュ後速やかに受付まで文書にて行うこと。調査依頼用紙は受付に用意する。

· 調査依頼の締め切りは14:15である。

表彰式［15:10以降］

· 選手権B-Finalの各コースの上位1名を表彰する。

6.5　一般の部

· コントロール位置説明は事前に公表しない。

· リフトアップスタート・パンチングフィニッシュである。

· 代走は受け付けない。

スタート地区への移動

· スタート地区は選手権の部と同じである。一般の部参加者については9:45（選手権予選のスタート閉鎖）まではスタート地区に入ることはできない。

· スタート地区までは徒歩による移動になる。青白色テープ誘導0.2km、徒歩で5分以内である。

· スタート地区からの防寒着等輸送は行わない。

スタート［10:15～11:03］
· e-cardが無い選手はスタートできない。

· スタート地区の時計は現在時刻を示している。

· スタート枠に入る前にe-cardをスタートユニットにはめ込み、アクティベートを行うこと。

· スタート3分前になったら、自分のスタートレーンに入ること。1分ごとに枠をひとつずつ進むこと。

· スタート1分前になったら、役員にe-cardを提示し、確認を受けること。
· スタート10秒前になったら、e-cardをスタートユニットにはめ込むこと。

· スタートの合図と同時にe-cardを離し、地図を受け取ってスタートし、スタートフラッグまで進むこと。

· スタート後、赤白色テープ誘導に従って進み、スタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

· 一度スタートした選手は必ずフィニッシュを通過するか、何らかの方法でe-cardをフィニッシュに提出すること。提出がない場合は未帰還者として捜索される。

＜一般の部スタートレイアウト＞

	↑スタートフラッグへ
	

	■

レーン1

MUA1
	■

レーン2

MUA2
	■

レーン3

WUA
	■

レーン4

MUF1
	■

レーン5

MUF2
	■

レーン6

WUF
	■

レーン7

WUB

MUB
	■

レーン8

併設専用
	■

レーン9

遅刻者
	1分前枠

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	2分前枠

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	3分前枠

	
	■
	
	■
	
	

	■：スタートユニット



· 遅刻者

· 遅刻者は遅刻枠に直行し、役員にe-cardを提示すること。

· 地図を受け取ったら役員の指示に従ってスタートすること。

· 所要時間はスタートリストに記載されている時刻からスタートしたものとして計算される。

· 他の選手の都合により、すぐにスタートできない場合がある。

· 15分以上遅刻した場合、スタート閉鎖時刻まで出走は可能であるが失格とする。

· 一般の部スタート閉鎖は11:18である。

競技［10:15～13:15］

· 競技時間は2時間である。これを超えると失格とする。競技時間が2時間を超えた場合は、速やかにフィニッシュに向かうこと。

フィニッシュ［10:15～13:15］

· 競技会場とは別の場所にフィニッシュを設営する。

· 最終コントロールからは赤白色テープ誘導に従って進むこと。

· フィニッシュはパンチングフィニッシュとする。パンチングフィニッシュ用ユニットにe-cardをはめ込むこと。

· e-cardは役員の指示に従って提出すること。失格判定を行った後、その場で選手に返却する。e-cardを提出できない場合には失格とする。

· バックアップラベルを紛失した場合でも、電子的記録でコントロールを順番に回ってきたことが確認できれば失格とはしない。

· 地図回収を行う。地図を提出できない場合は失格とする。

· フィニッシュでは一切の調査依頼を受け付けない。

· チームオフィシャルがフィニッシュに行くことはできない。

· 一般の部フィニッシュ閉鎖は13:15である。

· 会場までは紫白色テープ誘導である。

調査依頼

· 調査依頼はフィニッシュ後速やかに受付まで文書にて行うこと。調査依頼用紙は受付に用意する。

· 調査依頼の締め切りは14:15である。

表彰式［15:10以降］

· 一般の部各クラスの上位3名までを入賞者として表彰する。過年度生は表彰対象外とする。

7.　リレー競技［3 / 9（日）］

7.1　リレー全般

7.1.1　選手村から競技会場への移動

· 選手村バスストップから競技会場バスストップまで、大会専用バスで移動する。選手村バスストップの場所は2.4.1を参照すること。

· 選手村バスストップには、発車時刻の5分前までに集合すること。

· 各便の時刻表を以下に示す。なお、各自スタート時刻の目安を参考に集合し、乗車すること。なお、6:55発のバスまでは1走の選手を優先する。

· バスの所要時間は45分程度と長時間であるため、トイレなどは乗車前に済ませておくこと。

· 会場バスストップから競技会場までは紫白色テープ誘導0.6km、徒歩約10分である。

· 開場時刻は7:30である。

· 各宿舎とも、出発前にチェックアウトを行うこと。なお、荷物は夕方まで宿舎に置くことが出来る。置き場所については宿舎の指示に従うこと。荷物を置く場合、貴重品は宿舎に残さないこと。

＜大会専用バス時刻表＞

	No.
	選手村バスストップ
	会場バスストップ

	1
	6:40
	7:25

	2
	6:55
	7:40

	3
	7:10
	7:55

	4
	7:25
	8:10

	5
	7:40
	8:25

	6
	7:55
	8:40


7.1.2　会場レイアウト

競技会場レイアウトを以下に示す。なお、レイアウト図は当日、競技会場にも掲示する。
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· リレー競技開催日のみ、上図Aの区間を通路（一方通行）、観戦エリアとして開放する。グラウンドからこのA区間に登る階段は幅が極めて狭く危険なため、通行には十分注意すること。

· 上記以外の注意事項は6.1.2のミドルの競技会場レイアウトの説明と同じなのでそちらを参照のこと。

7.1.3　選手変更および欠場者最終受付［8:00～8:40］

· オーダー用紙提出後、出場予定選手が出場できなくなった場合に、大会受付に「リレー直前変更届」を提出することにより、選手変更および欠場を申告することができる。

· 選手権の部
· 選手権の部では、病気・怪我により出場予定選手が出場できなくなった場合、各クラススタートの1時間前までに「リレー直前変更届」を提出し(MEでは8:30まで、WEでは8:40まで)、かつ裁定委員会の了承が得られたときに限り選手変更を受け付ける。

· 一般の部
· 一般の部については欠場のみ受け付ける。選手変更は認めない。

· 欠場が出たチームはリレーへの出走ができない。残りの選手はスプリント競技に出場するか、もしくは観戦となる。なお、この場合も「リレー直前変更届」を提出すること。

· 選手権の部へ選手を補充したことにより一般の部のチームに欠員が出ても、スプリント競技出場者からの補充は認めない。

7.1.4　地図置き場の確認［8:40～8:55］

· 地図置き場を開放する。各自自分の地図の位置を確認すること。

· 地図には手を触れないこと。

7.1.5　デモンストレーション［9:00～9:10］

· 競技会場で、デモンストレーション（競技説明）を行う。前走者が来る方向、レーンの位置、チェンジオーバーの方法、次走者が行く方向等を確認できる。

7.1.6　弁当配布［10:30～12:30］

· 配布の放送がかかり次第、各校の代表者が弁当引換券持参の上、弁当配布所（体育館東出入口）に弁当を取りに来ること。

· 弁当のゴミは受付にて回収するので、大学ごとにまとめて持参すること。

· 弁当配布所では、温かい汁物と飲み物の販売も行う予定である。

7.1.7　地図返却［13:00～］

· 全クラスのリスタート終了後、体育館においてミドル、リレーの地図を返却する。詳細は放送によって案内する。

7.1.8　地図販売および配布［13:00～］

· 全クラスのリスタート終了後、受付にて地図販売およびチームオフィシャル、日本学連賛助会員への地図配布を行う。

· 地図販売

· モデルイベント、ミドル・リレーのコース図、全コントロール図の地図販売を行う。

· チームオフィシャル用・賛助会員用地図配

· チームオフィシャルに地図（全コントロール図、MEおよびWEのコース図）を配布する。IDカードを提示すること。

· 日本学連賛助会員には、希望のコース図をミドル・リレー各1枚無料で配布する予定である。なお、枚数に限りがあるので、希望に沿えない場合がある。

7.1.9　備品返却

· 全ての選手が帰還した学校はe-cardを各校でまとめて受付に返却すること。e-cardは水できれいに洗浄すること。
7.1.10　表彰式［13:30～］

· 表彰式は13:30頃よりグラウンドにて行う。詳細は放送によって案内する。

· 選手権の部は男女上位6チームを表彰する。

· 一般の部（MUR、WUR、XUR）は上位3チームを表彰する。なお、一般の部のリレー各クラスにおいて、初年度学連登録者のみで構成されたチームのうち最も成績のよかったチームを特別表彰する。過年度生が含まれるチームは表彰対象外とする。

· 一般の部（MUS、WUS）は男女上位1名を表彰する。過年度生は表彰対象外とする。

· 表彰式はスプリント、リレー一般の部、選手権の部の順に行う。

· 表彰対象者は放送で招集するので指示された場所に速やかに集まること。

· 体育館東側出入口前において花束販売を行う。なお、花束贈呈の際に、表彰対象者以外が表彰台に乗ることを禁止する。

7.1.11　閉会式［15:00～］
· 表彰式終了後、引き続き閉会式を行う。

· 閉会式は以下の内容を予定している。

· 総評

· 2007年度実行委員長挨拶

· インカレ旗引継ぎ

· 2008年度実行委員長挨拶

· 閉会宣言
7.1.12　競技会場からの帰路

· 13:30、14:30、15:30、および表彰式終了後順次、競技会場バスストップから選手村バスストップへの専用バスを発車させる。役員の指示に従い乗車すること。

· インカレ後夜祭、講習会に参加する者は、選手村バスストップ行きの専用バスに乗車した後、各自でインカレ後夜祭、講習会会場へ移動すること。

7.2　リレー競技（選手権の部）

7.2.1　競技に関する全般的な注意事項

· 競技時間
· ME：5時間 

· WE：5時間

上記の時間を越えたチームは失格とする。

· フィニッシュ閉鎖時刻：14:40

競技途中であっても、上記時刻までにはフィニッシュを通過すること。

· 競技を途中棄権する場合であっても、必ずフィニッシュを通過するか、何らかの方法で地図、e-cardをフィニッシュに提出すること。これが不可能な場合は、最寄りの役員に届けること。

· e-card、ナンバーカードの無い者、およびリレー1走においてスタート時刻に遅刻した者は出走できない。

· ウォーミングアップエリアを競技中の選手が通ることがある。ウォーミングアップ中の者は役員の指示に素早く従い、選手の競技に支障をきたさないこと。

· コース上にスペクテーターズレーンを設ける。スペクテーターズレーンは滑りやすく危険なため、通過する際は注意すること。

· 競技中に地図を紛失した場合は失格とする。

· e-cardの紛失は失格とすることがある。失格の場合、e-card再発行により出走は可能であるが参考記録とする。再発行場所は受付となる。

· フィニッシュでは一切の調査依頼を受け付けない。受付に申し出ること。

· 全クラスのリスタート終了時（13:00）までは地図を回収する。

· リスタートになったチームの記録は参考記録とする。

7.2.2　1走スタート

· 1走スタート時刻

· ME：9:30

· WE：9:40

· 1走の選手はスタート時刻の10分前に1走スタート地区に集合すること。

· 1走スタート地区では役員の指示に従って進み、整列すること。スタート前に地図は渡されるが、スタートまで中を見てはならない。

· スタートの合図はピストルで行う。フライングがあった場合は笛を鳴らす。この場合は役員の指示に従ってスタートをやり直す。 
· スタート後、赤白色テープ誘導に従って進み、スタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

7.2.3　チェンジオーバー

· 前走者がフィニッシュの約5分前の地点を通過した際、ナンバーカード番号を「前走者接近情報板」に掲示する。掲示が遅れる場合もあるが、インカレ実施規則25.10に規定する次走者への告知はこれに依るものとする。また、前走者の姿が会場内に見えてからチェンジオーバーまでの所要時間は30秒程度と予想される。

· 選手権の部次走者待機枠入口にスタートユニットを設置する。各自、e-cardのアクティベートを行うこと。故障が疑われる場合は待機枠付近の役員に申し出てe-cardの再発行を受けること。

· チェンジオーバーは、前走者と次走者がタッチすることによって行う。チェンジオーバーが正しく行われなかったと役員が判断した場合、そのチームは失格とする。

· 次走者が次走者待機枠にいない場合は、その場で役員に申し出て、指示に従い次走者を待つこと。チェンジオーバーを行うまで計時線を通過してはならない。

· チェンジオーバー後の次走者は、赤白色テープ誘導に従って地図置き場に行き、自分のナンバーカード番号が記載されている地図を取ること。地図置き場までの誘導は、途中で一般の部の誘導と合流するので注意すること。

· 2、3走の地図はチーム毎に同じ袋に入れてある。レイアウトは当日地図置き場で確認すること。

· 他の選手の地図を取った場合は失格とする。

· 自分の地図が無い場合は、地図置き場付近の役員に申し出ること。

· 地図を取った後は、更に赤白色テープ誘導に従い、スタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

7.2.4　フィニッシュ

· 最終コントロールからは、赤白色テープ誘導に従って、計時線を通過する。

· 計時線を通過した後、役員の指示に従って地図を提出すること。全クラスのリスタート終了時（13:00）までは地図を回収する。競技中に地図を紛失した場合は失格とする。

· e-cardは役員の指示に従って提出すること。e-cardを提出できない場合には失格とする。

· フィニッシュ閉鎖時刻は14:40である。

· 調査依頼は、フィニッシュ後速やかに、受付に備え付けの調査依頼用紙に記載の上、受付まで提出すること。調査依頼の締め切りは15:40である。

7.2.5　リスタート

· リスタート時刻はME、WE共に12:50を予定している。ただし、当日の進行状況によって変更する場合がある。変更の場合は会場にて放送を行うので、放送には注意すること。

· リスタート時刻の10分前までにチェンジオーバーできなかったすべての選手は、選手権の部次走者待機枠に集合すること。リスタート時刻に遅刻した選手は出走できない。

· リスタートを希望しない場合は、次走者待機枠の役員に申し出ること。

· 次走者待機枠集合後も、リスタート時刻まではチェンジオーバーが可能である。

· スタート後、赤白色テープ誘導に従って地図置き場に行き、自分のナンバーカード番号が記載されている地図を取ること。

· 他の選手の地図を取った場合は失格とする。

· 自分の地図が無い場合は地図置き場付近の役員に申し出ること。

· 地図を取った後は、更に赤白色テープ誘導に従って進み、スタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しない場合は失格とする。

7.2.6　失格

· 失格が判明した場合、当該校に通知する。

· 失格チームは、その後のチェンジオーバーを禁止する。

· 失格チームの未出走者は、リスタート時に出走できる。

7.2.7　ウィニングラン

· 選手権の部において優勝が確定的なチームのみ、ウィニングラン（同チームの選手による最終走者の伴走）を行うことができる。希望する場合は、フィニッシュ役員に申し出て許可を得ること。ただし、競技状況によっては許可しない場合もある。

· 役員の指示に従ってウィニングランを行うこと。

7.3　リレー競技（一般の部）

7.3.1 競技に関する全般的な注意事項

· 競技時間：4時間30分

上記の時間を越えたチームは失格とする。

· フィニッシュ閉鎖時刻：14:30

競技途中であっても、上記時刻までにはフィニッシュを通過すること。

· 競技を途中棄権する場合であっても、必ずフィニッシュを通過するか、何らかの方法で地図、e-cardをフィニッシュに提出すること。これが不可能な場合は、最寄りの役員に届けること。

· e-card、ナンバーカードの無い者、およびリレー1走においてスタート時刻に遅刻した者は出走できない。

· ウォーミングアップエリアを競技中の選手が通ることがある。ウォーミングアップ中の者は役員の指示に素早く従い、選手の競技に支障をきたさないこと。

· コース上にスペクテーターズレーンを設ける。スペクテーターズレーンは滑りやすく危険なため、通過する際は注意すること。

· 競技中に地図を紛失した場合は失格とする。

· e-cardの紛失は失格とすることがある。失格の場合、e-card再発行により出走は可能であるが参考記録とする。再発行場所は受付となる。

· フィニッシュでは一切の調査依頼を受け付けない。受付に申し出ること。
· 全クラスのリスタート終了時（13:00）までは地図を回収する。
· リスタートになったチームの記録は参考記録とする。

7.3.2　1走スタート

· 1走スタート時刻

· MUR　　　　：9:50
· WUR / XUR　：10:00
· 1走の選手はスタート時刻の10分前に1走スタート地区に集合すること。

· 1走スタート地区では役員の指示に従って進み、整列すること。スタート前に地図は渡されるが、スタートまで中を見てはならない。

· スタートの合図はピストルで行う。フライングがあった場合は笛を鳴らす。この場合は役員の指示に従ってスタートをやり直す。 
· スタート後、赤白色テープ誘導に従って進み、スタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

7.3.3　チェンジオーバー

· スタート／フィニッシュ地区レイアウトは7.2.3を参照すること。

· 前走者はスペクテーターズレーンを通過後、約15分でフィニッシュ地区に現れると予想される。主管者では前走者接近情報を提供しないので、次走者は前走者の帰還時刻を予想して準備をすること。また、前走者の姿が会場内に見えてからチェンジオーバーまでの所要時間は30秒程度と予想される。

· 一般の部次走者待機枠入口にスタートユニットを設置する。各自、e-cardのアクティベートを行うこと。故障が疑われる場合は待機枠付近の役員に申し出てe-cardの再発行を受けること。

· チェンジオーバーは前走者と次走者がタッチすることによって行う。チェンジオーバーが正しく行われなかったと役員が判断した場合はそのチームは失格とする。

· 次走者が次走者待機枠にいない場合は、その場で役員に申し出て、指示に従い次走者を待つこと。チェンジオーバーするまではフィニッシュできない。

· チェンジオーバー後の次走者は、赤白色テープ誘導に従って地図置き場に行き、自分のナンバーカード番号が記載されている地図を取ること。地図置き場までの誘導は、途中で選手権の部の誘導と合流するので注意すること。

· 他の選手の地図を取った場合は失格とする。

· 自分の地図が無い場合は地図置き場付近の役員に申し出ること。

· 地図を取った後は、更に赤白色テープ誘導に従って進み、スタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

7.3.4　フィニッシュ

· 最終コントロールからは、赤白色テープ誘導に従って、フィニッシュレーンに入る。

· フィニッシュはパンチングフィニッシュとする。

· パンチングフィニッシュした後、役員の指示に従って地図を提出すること。全クラスのリスタート終了時（13:00）までは地図を回収する。競技中に地図を紛失した場合は失格とする。

· e-cardは役員の指示に従って提出すること。e-cardを提出できない場合には失格とする。

· フィニッシュ閉鎖時刻は14:30である。

7.3.5　リスタート

· リスタート時刻はMUR、WUR、XURいずれも13:00を予定している。ただし、当日の進行状況によって変更する場合がある。変更の場合は会場にて放送を行うので、放送には注意すること。

· リスタート時刻の10分前までに、チェンジオーバーできなかったすべての選手は一般の部次走者待機枠に集合すること。リスタート時刻に遅刻した選手は出走できない。

· リスタートを希望しない場合は、次走者待機枠付近の役員に申し出ること。

· 次走者待機枠集合後、リスタート時刻まではチェンジオーバーが可能である。

· スタート後、赤白色テープ誘導に従って地図置き場に行き、自分のナンバーカード番号が記載されている地図を取ること。

· 他の選手の地図を取った場合は失格とする。

· 自分の地図が無い場合は地図置き場の役員に申し出ること。

· 地図を取った後は更に赤白色テープ誘導に従って進み、スタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

7.3.6　失格

· 失格は、各チームには連絡しないため、各自、会場内の成績速報に注意すること。

· 失格となっても、当該チームのその後のチェンジオーバーは禁止しない。

7.4　スプリント競技

7.4.1 競技に関する全般的な注意事項

· 競技時間：2時間

上記の時間を越えた選手は失格とする。

· フィニッシュ閉鎖時刻：14:30

競技途中であっても、上記時刻までにはフィニッシュを通過すること。

· 競技を途中棄権する場合であっても、必ずフィニッシュを通過するか、何らかの方法で地図、e-cardをフィニッシュに提出すること。これが不可能な場合は、最寄りの役員に届けること。

· e-card、ナンバーカードの無い者、およびスタート時刻に遅刻した者は出走できない。

· ウォーミングアップエリアを競技中の選手が通ることがある。ウォーミングアップ中の者は役員の指示に素早く従い、選手の競技に支障をきたさないこと。

· コース上にスペクテーターズレーンを設ける。スペクテーターズレーンは滑りやすく危険なため、通過する際は注意すること。

· 競技中に地図を紛失した場合は失格とする。

· e-cardの紛失は失格とすることがある。失格の場合、e-card再発行により出走は可能であるが参考記録とする。再発行場所は受付となる。

· フィニッシュでは一切の調査依頼を受け付けない。受付に申し出ること。

· 全クラスのリスタート終了時（13:00）までは地図を回収する。
7.4.2　スタート

· スタート時刻

· MUS / WUS：10:00
· スタート10分前にスタート地区に集合すること。

· スタート地区では役員の指示に従って進み、整列すること。スタート前に地図は渡されるが、スタートまで中を見てはならない。

· スタートの合図はピストルで行う。フライングがあった場合は笛を鳴らす。この場合は役員の指示に従ってスタートをやり直す。
· スタート後、赤白色テープ誘導に従って進みスタートフラッグ（地図上の△）を通過すること。スタートフラッグを通過しなかった場合は失格とする。

7.4.3　フィニッシュ

· 最終コントロールからは、赤白色テープ誘導に従ってフィニッシュレーンに入る。

· フィニッシュはパンチングフィニッシュとする。

· パンチングフィニッシュした後、役員の指示に従って地図を提出すること。全クラスのリスタート終了時（13:00）までは地図を回収する。競技中に地図を紛失した場合は失格とする。
· e-cardは役員の指示に従って提出すること。e-cardを提出できない場合には失格とする。

· フィニッシュ閉鎖時刻は14:30である。

8. 競技情報
8.1　地図
· 地図はミドル・リレー共に縮尺1:10,000、等高線間隔5m、走行可能度4段階表示で描かれている。地図表記はJSOM2007に準拠している。

· 上記規定の中には地図ごとに定義を定め、これを凡例に示すことで使用が認められている特徴物がある。この規定に従って以下のように記号を定める。

· 黒の○：炭焼窯跡

· 黒の×：小さな神社・小さな構造物・その他人工特徴物
· 黒の eq \o\ac(○,・)：石碑

· 黒の□：下部を通り抜け可能な構造物
· 表記に関してはモデルイベント地図の凡例を参照のこと。ミドル・リレーに使用する地図は上記の特殊記号を除き、凡例を省略している。

· 本大会の競技で使用する地図は全てビニール袋に封入されている。

8.2　テレインの概要
本テレインは奈良県北東部、大和高原の南端に位置する標高500～700ｍの地域であり、1988年度および1996年度インカレリレーにて使用された範囲に含まれる地域である。地勢は起伏に富み、関西の多くのテレインで典型的に見られるような急峻な斜面を随所に有し、概して大きな尾根や沢を備えた山塊からなるが、微地形が発達している部分も散見される。植生に関しては針葉樹、広葉樹ともに見られるが、整備された林は少なく、特に生長した笹によって走行可能度や見通しが著しく低下しているエリアが分布している。また、テレイン内には周辺の耕作地から伸びる簡易舗装や非舗装の道路および小道も発達している。

8.3　テレインに関する情報
· テレインには急峻な箇所が多く存在するため、靴はスパイク付きのものを推奨する

· 笹の中に倒木などが存在する箇所があるため、レガースの使用を推奨する。

· 残雪・凍結の可能性がある。各自で対策を立てること。

· 猪等の野生動物が出没することがある。注意すること。

8.4　コースに関する情報
8.4.1　コース設定者

· 木村 洋介（2001年　大阪大学入学）

ミドル・ディスタンス競技　選手権A-Final および リレー競技
· 樽見 典明（2002年　名古屋大学入学）

ミドル・ディスタンス競技　選手権予選・一般・B-Final

8.4.2　コース距離・登距離

· コース距離（単位：km）・登距離（単位：m）は以下の表のとおりである。ただし、変更される場合がある。その場合は、公式掲示板にて掲示する。
＜ミドル・ディスタンス競技部門＞

	コース
	距離
	登距離
	
	コース
	距離
	登距離

	MEQA
	1.8
	145
	
	MEFA
	2.6
	225

	MEQB
	1.9
	150
	
	WEFA
	2.1
	185

	MEQC
	1.9
	155
	
	MEFB1
	2.1
	140

	MEQD
	1.9
	150
	
	MEFB2
	2.2
	140

	WEQA
	1.3
	100
	
	MEFB3
	2.1
	150

	WEQB
	1.3
	90
	
	MEFB4
	2.2
	150

	
	
	
	
	WEFB1
	1.6
	90

	
	
	
	
	WEFB2
	1.6
	90


	コース
	距離
	登距離
	
	コース
	距離
	登距離

	MUA1
	2.5
	190
	
	WUB
	1.1
	50

	MUA2
	2.6
	205
	
	MUF1
	1.4
	120

	WUA
	2.1
	135
	
	MUF2
	1.4
	120

	MUB
	1.1
	50
	
	WUF
	1.3
	75


＜リレー競技部門＞

	コース
	距離
	登距離

	ME
	4.3-4.4
	395-410

	WE
	2.6-2.7
	245-255

	MUR
	2.9-3.0
	220-235

	WUR
	2.3-2.5
	200-220

	XUR
	2.3-2.5
	200-220

	MUS
	2.9-3.0
	220-235

	WUS
	2.3-2.5
	200-220


8.5　e-card使用に関する注意

8.5.1　間違ったパンチをした場合の対処法

· 同じ番号のコントロールで続けて2回以上パンチした場合は最初のパンチのみが記録される。パンチに不安がある場合は2回以上パンチしても問題は無い。

· 途中で間違ったコントロールのパンチが記録されていても、正しい順番で回ったことが確認できれば完走と認める。従って、間違ったコントロールでパンチした場合でもそのまま正しいコントロールに行ってパンチすればよい。

8.5.2　その他注意事項

· e-cardの加工、書き込み等は認めない。このためコントロール位置説明表を携帯する場合は、ビニール袋、コントロールカードケース等を利用してもよい。

· スタートユニットにはめ込むと以前の記録は消去されるため、競技開始後は決してスタートユニットに近づけないこと。

· 競技運営の都合上、主管者から貸し出すe-card以外の使用は認めない。ただし、モデルイベント中のみ個人所有のe-card使用を認める。

· 主管者が貸し出すe-cardには氏名等を記入したラベルが貼り付けられており、選手1人につき1枚ずつ貸し出される。ミドル・リレー両日とも同一のe-card を使用する。

· e-card を紛失若しくは破損した場合、弁償金（3,000円）を徴収する。ただし、競技中の事故で破損した場合にはその限りではない。

8.6　ナンバーカード

· ナンバーカードは開会式当日の受付で配布する。選手権A-Finalのナンバーカードは選手権予選終了後、受付にて選手権A-Final出場者に配布する。

· 選手権A-Finalとリレー選手権の部では選手1人に付き2枚使用するので、胸と背中のそれぞれ見やすい位置に水平に付けること。それ以外のクラスでは選手1人に付き1枚を、胸の見やすい位置に水平に付けること。
· ナンバーカードは1枚につき安全ピンを4個使用すること。

· 安全ピンは各自で用意すること。ただし、選手権A-Finalについてはこの限りではない。
8.7　公式掲示板
· 開会式会場およびグラウンド内に公式掲示板を設置する。

· 変更点、連絡等参加者に伝えるべき公式な情報は全てこの掲示板を通して知らせる。必ず確認すること。

8.8　救護所・給水所
· ミドル・リレー共に、フィニッシュ地区に救護所を設ける。

· リレーではそれ以外にテレイン内に救護所を設け、最低限の応急手当と給水を受けることができる。各自で手当てをした場合は、支障がなければ競技を続けることができる。役員の手を借りた場合には失格とする。

· 競技中に怪我人を発見した場合は、最寄りの役員、あるいは大会本部に連絡すること。 なお、怪我人の救護は競技よりも優先する。

8.9　調査依頼･提訴
8.9.1　調査依頼

· 各大学は、競技者あるいは主管者の、ミドル・リレー共に選手権の部または、大会全体に関するインカレ実施規則に対する違反についての調査依頼を行うことができる。

· ミドル・リレー共に、受付にて調査依頼を受け付ける。受付にて用意する所定の文書で提出すること。

· 成績速報に関する調査依頼は、フィニッシュ閉鎖後60分以内に行うこと。

· 調査依頼には主管者が回答し、公式掲示板に掲示する。
8.9.2　提訴

· 調査依頼に対する回答に疑義がある場合は提訴を行うことができる。提訴は裁定委員会に対して文書で行うこと。

· 提訴に対する裁定委員会の判断は最終的なものである。関係者に通知されるほか、大会報告書にて報告される。

8.10 テープ誘導色一覧

	ミドル

	選手権予選
一般の部･B-Final
	A-Final

	競技会場
↓青白色
	スタート待機エリア
↓紫白色

	スタート
↓赤白色
	プレスタート
↓赤白色

	スタートフラッグ
↓
	本スタート
↓

	最終コントロール
↓赤白色
	最終コントロール
↓赤白色

	フィニッシュ
↓紫白色
競技会場
	フィニッシュ

	リレー

	選手権
	一般の部･スプリント

	スタート
↓赤白色
	スタート
↓赤白色

	地図置き場
↓赤白色
	地図置き場
↓赤白色

	スタートフラッグ
↓
	スタートフラッグ
↓

	スペクテーターズ

レーン開始
↓赤白色
	スペクテーターズ

レーン開始
↓赤白色

	スペクテーターズ

レーン終了
↓
	スペクテーターズ

レーン終了
↓

	最終コントロール
↓赤白色
フィニッシュ
	最終コントロール
↓赤白色
フィニッシュ


※立入禁止：青黄色

※会場バスストップ～競技会場：紫白色
9. チームオフィシャルリスト

	学校名
	氏名
	
	学校名
	氏名

	岩手大学
	坂本 紘一
	
	実践女子大学
	熊野 匠人

	
	櫻井 悠
	
	一橋大学
	丹羽 史尋

	東北大学
	八神 遥介
	
	相模女子大学
	平嶋 真季

	
	高田 英司
	
	東京工業大学
	松井 弘毅

	
	岩城 徹
	
	
	羽賀 岳尋

	北海道大学
	真名垣 友樹
	
	東京女子大学
	長瀬 裕樹

	
	山口 拓也
	
	日本女子大学
	石山 佳代子

	宮城学院女子大学
	荒井 奈穂美
	
	
	大迫 響子

	
	門間 幸恵
	
	茨城大学
	田口 裕也

	岩手県立大学
	安保 寛明
	
	
	武村 法

	
	角田 明子
	
	十文字女子大学
	西郷 貴洋

	金沢大学
	鶴田 翔一
	
	静岡大学
	櫻木 伸也

	
	山田 貴洋
	
	
	西山 洋生

	新潟大学
	藤沼 崇
	
	名古屋大学
	鈴木 陽介

	
	土田 智宏
	
	
	西崎 隼人

	
	清水 恭平
	
	椙山女学園大学
	安斎 秀樹

	慶應義塾大学
	小川 圭介
	
	
	岩瀬 可奈

	
	平敷 慶伍
	
	大阪大学
	田島 佑輔

	千葉大学
	保前 保
	
	京都大学
	新宅 有太

	
	山本 貴子
	
	
	大西 康平

	中央大学
	金子 竜太
	
	
	岡本 健一

	筑波大学
	小泉 成行
	
	神戸大学
	村上 憲一

	
	多田野 清人
	
	立命館大学
	分木 優

	東京大学
	浜端 紀行
	
	
	小島 裕実

	
	山崎 貴彦
	
	京都女子大学
	荻野 宏美

	東京農工大学
	市原 孝一
	
	京都橘大学
	金谷 敏行

	
	宮澤 直樹
	
	
	横沢 夕香

	
	山下 智之
	
	
	坂本 涼子

	東京理科大学
	櫻本 信一郎
	
	奈良女子大学
	玉木 智子

	横浜国立大学
	前田 直毅
	
	
	鈴木 康史

	早稲田大学
	今井 直樹
	
	計
	62 名

	
	寺垣内 航
	
	
	


10. ミドル選手権の部　スタートリスト

男子レーン1　ME-Q1
	No.
	時刻
	氏名
	学校/年数
	B-Final

	100
	8:44
	早瀬悠
	茨城4
	11:50:00

	101
	8:45
	村上一輝
	東京工業4
	11:50:30

	102
	8:46
	服部高明
	東京4
	11:51:00

	103
	8:47
	片岡裕太郎
	名古屋2
	11:51:30

	104
	8:48
	上野光
	東北4
	11:52:00

	105
	8:49
	舎利弗祐介
	金沢4
	11:52:30

	106
	8:50
	赤平悠
	岩手1
	11:53:00

	107
	8:51
	中尾吉男
	東京4
	11:53:30

	108
	8:52
	御崎智之
	東京工業2
	11:54:00

	109
	8:53
	中村亮太
	茨城3
	11:54:30

	110
	8:54
	勝田弘
	東北3
	11:55:00

	111
	8:55
	谷義政
	大阪2
	11:55:30

	112
	8:56
	栗城吾央
	岩手県立4
	11:56:00

	113
	8:57
	高野圭司
	東京工業1
	11:56:30

	114
	8:58
	山下博徳
	一橋2
	11:57:00

	115
	8:59
	木原辰之
	東北1
	11:57:30

	116
	9:00
	佐藤一平
	立命館2
	11:58:00

	117
	9:01
	更科裕介
	新潟2
	11:58:30

	118
	9:02
	加藤峻一
	中央3
	11:59:00

	119
	9:03
	佐野宏典
	北海道3
	11:59:30

	120
	9:04
	青木大輔
	静岡4
	12:00:00

	121
	9:05
	湯田俊輔
	東北2
	12:00:30

	122
	9:06
	斉藤翔太
	一橋1
	12:01:00

	123
	9:07
	柏村育郎
	東北4
	12:01:30

	124
	9:08
	熊澤貴弘
	慶應義塾3
	12:02:00

	125
	9:09
	藤巻優
	新潟3
	12:02:30

	126
	9:10
	戸田瑛
	東北1
	12:03:00

	127
	9:11
	稲垣孝宣
	京都4
	12:03:30

	128
	9:12
	井上浩太郎
	山口4
	12:04:00

	129
	9:13
	日下雅広
	東北3
	12:04:30

	130
	9:14
	武藤貴昭
	東京工業3
	12:05:00

	131
	9:15
	角森哲博
	岩手4
	12:05:30

	132
	9:16
	藤田啓明
	京都橘3
	12:06:00

	133
	9:17
	今将明
	岩手県立2
	12:06:30

	134
	9:18
	高木元輝
	東京農工3
	12:07:00

	135
	9:19
	林広明
	京都2
	12:07:30

	136
	9:20
	斎藤弘
	新潟3
	12:08:00

	137
	9:21
	西村徳真
	京都4
	12:08:30

	138
	9:22
	谷口彰登
	千葉3
	12:09:00

	139
	9:23
	寺村大
	名古屋3
	12:09:30

	140
	9:24
	仲田貴幸
	関西4
	12:10:00

	141
	9:25
	五十嵐雅史
	慶應義塾4
	12:10:30

	142
	9:26
	久保貴大
	新潟2
	12:11:00

	143
	9:27
	藤森祐耶
	静岡2
	12:11:30

	144
	9:28
	矢内剣
	東京1
	12:12:00

	145
	9:29
	海老成直
	中央4
	12:12:30

	146
	9:30
	野々垣亘
	一橋2
	12:13:00



男子レーン2　ME-Q2

	No.
	時刻
	氏名
	学校/年数
	B-Final

	200
	8:44
	斉藤宙也
	東京3
	11:50:00

	201
	8:45
	寺川拓
	静岡3
	11:50:30

	202
	8:46
	佐々木陽祐
	早稲田2
	11:51:00

	203
	8:47
	瀧澤真一
	北海道3
	11:51:30

	204
	8:48
	景山健
	早稲田4
	11:52:00

	205
	8:49
	近藤友洋
	東京工業3
	11:52:30

	206
	8:50
	鈴木淳士
	東北2
	11:53:00

	207
	8:51
	松矢將太郎
	京都1
	11:53:30

	208
	8:52
	田村貴文
	岩手3
	11:54:00

	209
	8:53
	西久保史明
	東京4
	11:54:30

	210
	8:54
	青井翔
	金沢1
	11:55:00

	211
	8:55
	竹ヶ原一樹
	岩手1
	11:55:30

	212
	8:56
	岩崎慶士
	東京農工3
	11:56:00

	213
	8:57
	清水善郎
	東北3
	11:56:30

	214
	8:58
	木下新一
	早稲田1
	11:57:00

	215
	8:59
	丹羽将隆
	静岡4
	11:57:30

	216
	9:00
	山本純一
	早稲田4
	11:58:00

	217
	9:01
	斉藤優作
	新潟3
	11:58:30

	218
	9:02
	石松純
	筑波2
	11:59:00

	219
	9:03
	磯部真也
	北海道2
	11:59:30

	220
	9:04
	岡田健太
	東北2
	12:00:00

	221
	9:05
	高松駿
	金沢3
	12:00:30

	222
	9:06
	栄森貴久
	京都2
	12:01:00

	223
	9:07
	岡本将志
	早稲田1
	12:01:30

	224
	9:08
	植山潔
	関西3
	12:02:00

	225
	9:09
	小林幹明
	東京2
	12:02:30

	226
	9:10
	小林知彦
	名古屋3
	12:03:00

	227
	9:11
	新城大樹
	東京工業1
	12:03:30

	228
	9:12
	飯塚祥大
	新潟4
	12:04:00

	229
	9:13
	林泰斗
	東北4
	12:04:30

	230
	9:14
	梅本匠
	京都橘3
	12:05:00

	231
	9:15
	田中裕也
	東京2
	12:05:30

	232
	9:16
	大杉祥二
	筑波4
	12:06:00

	233
	9:17
	高田弘樹
	東北3
	12:06:30

	234
	9:18
	竹内裕人
	神戸2
	12:07:00

	235
	9:19
	古谷嵩
	東京工業2
	12:07:30

	236
	9:20
	大橋悠輔
	東北2
	12:08:00

	237
	9:21
	川添智由
	筑波4
	12:08:30

	238
	9:22
	宮本佳記
	京都1
	12:09:00

	239
	9:23
	石田英己
	新潟2
	12:09:30

	240
	9:24
	石塚脩之
	東北3
	12:10:00

	241
	9:25
	吉田賢志
	京都橘2
	12:10:30

	242
	9:26
	小林正朋
	名古屋3
	12:11:00

	243
	9:27
	久保山裕己
	東京工業2
	12:11:30

	244
	9:28
	高橋大輔
	岩手4
	12:12:00

	245
	9:29
	小山温史
	東京工業4
	12:12:30


	
男子レーン3.　ME-Q3

No.
	時刻
	氏名
	学校/年数
	B-Final

	300
	8:44
	日浅巧
	大阪3
	11:50:00

	301
	8:45
	斎田篤
	東京工業3
	11:50:30

	302
	8:46
	長峯大樹
	東北2
	11:51:00

	303
	8:47
	太田康博
	東京3
	11:51:30

	304
	8:48
	丸藤純
	岩手4
	11:52:00

	305
	8:49
	下堂文寛
	京都橘3
	11:52:30

	306
	8:50
	小見山斉彰
	千葉3
	11:53:00

	307
	8:51
	小林遼
	東京1
	11:53:30

	308
	8:52
	佐々木崇
	新潟4
	11:54:00

	309
	8:53
	前田肇
	東京4
	11:54:30

	310
	8:54
	笹木和美
	岩手2
	11:55:00

	311
	8:55
	柴本浩児
	東京工業3
	11:55:30

	312
	8:56
	沼岡達也
	新潟3
	11:56:00

	313
	8:57
	大木孝
	東京1
	11:56:30

	314
	8:58
	川名聡
	横浜国立4
	11:57:00

	315
	8:59
	木村大次郎
	岩手1
	11:57:30

	316
	9:00
	岩瀬祐介
	早稲田4
	11:58:00

	317
	9:01
	崎田孝文
	名古屋3
	11:58:30

	318
	9:02
	梶谷周平
	東北2
	11:59:00

	319
	9:03
	日暮一太
	筑波1
	11:59:30

	320
	9:04
	藤島陽平
	北海道2
	12:00:00

	321
	9:05
	川村渉
	東京理科2
	12:00:30

	322
	9:06
	西尾和也
	京都4
	12:01:00

	323
	9:07
	伊藤瑛悟
	北海道2
	12:01:30

	324
	9:08
	小泉俊朗
	立命館4
	12:02:00

	325
	9:09
	太田貴大
	東北3
	12:02:30

	326
	9:10
	村上巧
	東京工業4
	12:03:00

	327
	9:11
	吉田祐輔
	北海道3
	12:03:30

	328
	9:12
	林真一
	名古屋2
	12:04:00

	329
	9:13
	高橋良平
	京都3
	12:04:30

	330
	9:14
	木村隆二
	新潟3
	12:05:00

	331
	9:15
	村上洋平
	岩手県立2
	12:05:30

	332
	9:16
	大橋洋介
	慶應義塾4
	12:06:00

	333
	9:17
	杉本知駿
	立命館3
	12:06:30

	334
	9:18
	定永悠佑
	静岡3
	12:07:00

	335
	9:19
	宗形俊
	新潟3
	12:07:30

	336
	9:20
	千田浩介
	東京工業3
	12:08:00

	337
	9:21
	青山弘毅
	筑波4
	12:08:30

	338
	9:22
	土屋裕輝
	新潟3
	12:09:00

	339
	9:23
	入谷健元
	京都4
	12:09:30

	340
	9:24
	比嘉友紀
	東京工業4
	12:10:00

	341
	9:25
	下嶋健太
	筑波2
	12:10:30

	342
	9:26
	宇都宮圭
	京都1
	12:11:00

	343
	9:27
	水木啓介
	早稲田2
	12:11:30

	344
	9:28
	櫻井文彦
	東北2
	12:12:00

	345
	9:29
	茂木堯彦
	東京4
	12:12:30



男子レーン4　ME-Q4

	No.
	時刻
	氏名
	学校/年数
	B-Final

	400
	8:44
	小野原翔
	立命館4
	11:50:00

	401
	8:45
	雨宮亨
	千葉3
	11:50:30

	402
	8:46
	手塚宙之
	慶應義塾4
	11:51:00

	403
	8:47
	鑓目隼平
	埼玉2
	11:51:30

	404
	8:48
	男庭和則
	茨城4
	11:52:00

	405
	8:49
	山川雅也
	名古屋2
	11:52:30

	406
	8:50
	星野有祐
	新潟3
	11:53:00

	407
	8:51
	八重樫集
	東北2
	11:53:30

	408
	8:52
	島田裕司
	東京工業3
	11:54:00

	409
	8:53
	林城仁
	東京3
	11:54:30

	410
	8:54
	柏俊輔
	東北3
	11:55:00

	411
	8:55
	林太郎
	山口3
	11:55:30

	412
	8:56
	石黒文康
	京都3
	11:56:00

	413
	8:57
	田中耕史
	東京4
	11:56:30

	414
	8:58
	松田和政
	東北2
	11:57:00


	415
	8:59
	緑川拓也
	新潟4
	11:57:30

	416
	9:00
	神山康
	早稲田4
	11:58:00

	417
	9:01
	清水厳喜
	金沢1
	11:58:30

	418
	9:02
	山上大智
	東京1
	11:59:00

	419
	9:03
	堀田秀聡
	千葉4
	11:59:30

	420
	9:04
	鈴木隆志
	東北2
	12:00:00

	421
	9:05
	藤田寛祐
	早稲田3
	12:00:30

	422
	9:06
	久米航
	東北3
	12:01:00

	423
	9:07
	神谷泰介
	筑波2
	12:01:30

	424
	9:08
	市脇翔平
	京都1
	12:02:00

	425
	9:09
	谷川友太
	名古屋2
	12:02:30

	426
	9:10
	菅原大樹
	東京3
	12:03:00

	427
	9:11
	中清行
	神戸4
	12:03:30

	428
	9:12
	三戸部佑太
	北海道3
	12:04:00

	429
	9:13
	永山育男
	東北3
	12:04:30

	430
	9:14
	森広斗
	名古屋3
	12:05:00

	431
	9:15
	佐藤悠太
	東北1
	12:05:30

	432
	9:16
	並木政憲
	筑波4
	12:06:00

	433
	9:17
	南部壮志
	神戸4
	12:06:30

	434
	9:18
	千保翼
	金沢3
	12:07:00

	435
	9:19
	宮田雅人
	茨城2
	12:07:30

	436
	9:20
	稲田元樹
	立命館4
	12:08:00

	437
	9:21
	千々岩瞳
	東北3
	12:08:30

	438
	9:22
	奥田雄彦
	早稲田4
	12:09:00

	439
	9:23
	足立恭兵
	慶應義塾4
	12:09:30

	440
	9:24
	津島直樹
	岩手2
	12:10:00

	441
	9:25
	古澤誠実朗
	千葉2
	12:10:30

	442
	9:26
	尾崎亮輔
	京都3
	12:11:00

	443
	9:27
	田中圭
	新潟2
	12:11:30

	444
	9:28
	沓木知宏
	東京3
	12:12:00

	445
	9:29
	長縄知晃
	東北4
	12:12:30



女子レーン1　WE-Q1

	No.
	時刻
	氏名
	学校/年数
	B-Final

	500
	8:44
	北川麻季子
	立命館4
	11:50:00

	501
	8:45
	花井理沙
	椙山女学園2
	11:50:30

	502
	8:46
	谷口美貴
	大阪外国語2
	11:51:00

	503
	8:47
	山本紗穏里
	筑波1
	11:51:30

	504
	8:48
	早川記代
	実践女子1
	11:52:00

	505
	8:49
	清水美和
	椙山女学園3
	11:52:30

	506
	8:50
	町田由布子
	新潟4
	11:53:00

	507
	8:51
	渡辺千草
	北里2
	11:53:30

	508
	8:52
	市川陽子
	千葉4
	11:54:00

	509
	8:53
	根本真弓
	岩手2
	11:54:30

	510
	8:54
	永田有佳里
	相模女子2
	11:55:00

	511
	8:55
	堀文音
	奈良女子2
	11:55:30

	512
	8:56
	小早川茉由
	東京工業1
	11:56:00

	513
	8:57
	阿部ゆかり
	東北3
	11:56:30

	514
	8:58
	鈴木聡子
	東北2
	11:57:00

	515
	8:59
	村上有紀
	京都橘3
	11:57:30

	516
	9:00
	谷真理子
	京都女子2
	11:58:00

	517
	9:01
	太田夏美
	千葉1
	11:58:30

	518
	9:02
	野口真規子
	金沢2
	11:59:00

	519
	9:03
	今井優里
	茨城3
	11:59:30

	520
	9:04
	松永真澄
	日本女子3
	12:00:00

	521
	9:05
	千田茉莉奈
	宮城学院女子2
	12:00:30

	522
	9:06
	武藤優衣
	相模女子1
	12:01:00

	523
	9:07
	千葉順子
	宮城学院女子4
	12:01:30

	524
	9:08
	榎戸絢子
	千葉3
	12:02:00

	525
	9:09
	江幡禎子
	東北2
	12:02:30

	526
	9:10
	高橋摩帆
	岩手4
	12:03:00

	527
	9:11
	笠原綾
	日本女子4
	12:03:30

	528
	9:12
	仲真子
	金沢4
	12:04:00

	529
	9:13
	菊池寛子
	宮城学院女子4
	12:04:30

	530
	9:14
	石井明代
	津田塾2
	12:05:00

	531
	9:15
	泉有希
	実践女子2
	12:05:30

	532
	9:16
	井上鮎美
	静岡4
	12:06:00

	533
	9:17
	高野絵里子
	相模女子3
	12:06:30

	534
	9:18
	関谷麻里絵
	京都3
	12:07:00

	535
	9:19
	三輪友里香
	立命館2
	12:07:30

	536
	9:20
	田川雅美
	京都女子3
	12:08:00

	537
	9:21
	新妻道
	津田塾3
	12:08:30

	538
	9:22
	安部愛加
	金沢2
	12:09:00

	539
	9:23
	水野日香里
	椙山女学園1
	12:09:30

	540
	9:24
	貝沼久美恵
	実践女子3
	12:10:00

	541
	9:25
	井手恵理子
	日本女子4
	12:10:30

	542
	9:26
	石蔵友紀子
	お茶の水女子4
	12:11:00



女子レーン2　WE-Q2

	No.
	時刻
	氏名
	学校/年数
	B-Final

	600
	8:44
	水野利枝子
	椙山女学園4
	11:50:00

	601
	8:45
	高橋歩実
	宮城学院女子3
	11:50:30

	602
	8:46
	小西仁美
	京都女子4
	11:51:00

	603
	8:47
	新井宏美
	新潟1
	11:51:30

	604
	8:48
	小沢千鶴子
	実践女子3
	11:52:00

	605
	8:49
	坂岡由里江
	筑波4
	11:52:30

	606
	8:50
	酒井千裕
	京都女子3
	11:53:00

	607
	8:51
	常住紗織
	筑波2
	11:53:30

	608
	8:52
	水野綾子
	東北1
	11:54:00

	609
	8:53
	稲岡奈々
	日本女子2
	11:54:30

	610
	8:54
	細川彩
	奈良女子3
	11:55:00

	611
	8:55
	鹿嶋由喜
	岩手県立4
	11:55:30

	612
	8:56
	白形由貴
	筑波3
	11:56:00

	613
	8:57
	後藤未妃
	宮城学院女子2
	11:56:30

	614
	8:58
	吉永朋加
	京都2
	11:57:00

	615
	8:59
	薮田明野
	東京女子4
	11:57:30

	616
	9:00
	村上冴子
	椙山女学園4
	11:58:00

	617
	9:01
	阿久津美里
	東京農工2
	11:58:30

	618
	9:02
	金子智美
	椙山女学園4
	11:59:00

	619
	9:03
	安藤愛美
	千葉2
	11:59:30

	620
	9:04
	臼倉由起
	岩手4
	12:00:00

	621
	9:05
	恒川紗智子
	立命館4
	12:00:30

	622
	9:06
	石井陽子
	日本女子2
	12:01:00

	623
	9:07
	疋田はるか
	椙山女学園3
	12:01:30

	624
	9:08
	伊藤美佳
	金沢4
	12:02:00

	625
	9:09
	川村麻衣
	岩手県立4
	12:02:30

	626
	9:10
	内田有里恵
	相模女子3
	12:03:00

	627
	9:11
	高野美春
	十文字女子1
	12:03:30

	628
	9:12
	柴田早斗未
	奈良女子4
	12:04:00

	629
	9:13
	井山亜依子
	相模女子2
	12:04:30

	630
	9:14
	青山由希菜
	椙山女学園3
	12:05:00

	631
	9:15
	安井美優希
	京都女子2
	12:05:30

	632
	9:16
	塚口淑香
	金沢4
	12:06:00

	633
	9:17
	豊田安由美
	筑波4
	12:06:30

	634
	9:18
	千葉妙
	筑波4
	12:07:00

	635
	9:19
	山下幸恵
	新潟4
	12:07:30

	636
	9:20
	竹之内香
	宮城学院女子2
	12:08:00

	637
	9:21
	石井沙也香
	日本女子4
	12:08:30

	638
	9:22
	大友沙織
	宮城学院女子2
	12:09:00

	639
	9:23
	本間理紗
	東北1
	12:09:30

	640
	9:24
	畑岡祥子
	茨城3
	12:10:00

	641
	9:25
	稲葉茜
	筑波4
	12:10:30


11. ミドル一般の部　スタートリスト
MUA1

	10:15
	山室 行大
	東京2

	10:16
	脇田 康介
	金沢2

	10:17
	土井 理司
	静岡4

	10:18
	渡辺 和之
	京都4

	10:19
	伊藤 達也
	茨城2

	10:20
	斉藤 勝久
	中央3

	10:21
	中山 史野
	東京3

	10:22
	小林 和弘
	東京農工2

	10:23
	大森 祐介
	静岡3

	10:24
	小川 慶太朗
	埼玉3

	10:25
	佐々木 翔
	金沢2

	10:26
	田原 壮一郎
	慶應義塾2

	10:27
	塚田 渉
	電気通信2

	10:28
	河上 重範
	新潟2

	10:29
	杵村 悠司
	慶應義塾2

	10:30
	加賀美 徳嗣
	京都橘2

	10:31
	堀之内 聡
	東北2

	10:32
	濱島 裕佑
	茨城2

	10:33
	五島 良洋
	静岡2

	10:34
	赤塚 祥悟
	筑波4

	10:35
	萩原 貴弘
	東京農工2

	10:36
	桶田 雄史
	静岡2

	10:37
	新家 佳樹
	京都2

	10:38
	中野 敬太
	岩手4

	10:39
	関 愛允
	東京農工3

	10:40
	玉山 耕介
	岩手県立2

	10:41
	小澤 隆嘉
	名古屋2

	10:42
	植田 悠太郎
	一橋4

	10:43
	栗田 俊輔
	東京工業3

	10:44
	佐藤 清吾
	茨城2

	10:45
	伊藤 隆博
	東京農工3

	10:46
	木戸 雄介
	横浜国立2

	10:47
	安達 洋太
	静岡4

	10:48
	佐藤 克哉
	東京農工3

	10:49
	早川 大貴
	早稲田4

	10:50
	今西 弘
	電気通信2

	10:51
	毛呂 悠紀
	静岡2

	10:52
	大浦 宏記
	京都3

	10:53
	高橋 良寿
	岩手県立3

	10:54
	佐藤 翔太
	岩手4

	10:55
	西山 洋平
	電気通信3

	10:56
	米倉 宏
	東京工業2

	10:57
	西村 悟史
	大阪2

	10:58
	山本 輝
	電気通信2

	10:59
	岡村 秀幸
	山口2

	11:00
	鳥居 嵩
	横浜国立2

	11:01
	須田 真介
	中央4

	11:02
	篠塚 高雅
	神戸3

	11:03
	伊藤 将宏
	東京工業3


MUA2

	10:15
	渡会 真一
	静岡2

	10:16
	武田 弾
	電気通信3

	10:17
	茂澤 清信
	東京農工2

	10:18
	諸江 佳樹
	東京4

	10:19
	原田 怜
	静岡3

	10:20
	永田 隆輔
	山口3

	10:21
	野村 佳佑
	東京工業4

	10:22
	本田 喬大
	横浜国立2

	10:23
	大類 健介
	静岡2

	10:24
	島 礼央
	岩手2

	10:25
	沖 裕之
	東京工業4

	10:26
	宇佐美 元雅
	茨城2

	10:27
	川瀬 智美
	名古屋2

	10:28
	大竹 彰
	早稲田3

	10:29
	大牧 勇人
	名古屋2

	10:30
	戸﨑 裕樹
	東北2

	10:31
	伊藤 洋平
	静岡3

	10:32
	志村 公寛
	慶應義塾4

	10:33
	三輪 暁人
	茨城4

	10:34
	工藤 慎也
	東北2

	10:35
	日比野 剛
	静岡2

	10:36
	鶴田 靖行
	早稲田2

	10:37
	太田 聡
	電気通信3

	10:38
	南部 三王
	名古屋3

	10:39
	渡邉 悠貴
	慶應義塾3

	10:40
	北里 隆典
	名古屋2

	10:41
	笹見 尚宏
	大阪2

	10:42
	井本 康二
	千葉2

	10:43
	加藤 雄一
	東京農工3

	10:44
	大野 航
	横浜国立2

	10:45
	柴田 裕基
	立命館4

	10:46
	久保 和輝
	岩手県立3

	10:47
	渡辺 敏喜
	新潟4

	10:48
	高木 雅史
	電気通信3

	10:49
	玉田 芳崇
	名古屋2

	10:50
	早川 崇
	静岡3

	10:51
	大平 幸央
	東京工業3

	10:52
	新家 正宏
	静岡3

	10:53
	堀越 裕之
	東京工業2

	10:54
	小林 義直
	千葉2

	10:55
	松田 真宏
	東京農工2

	10:56
	高原 誠
	電気通信3

	10:57
	松崎 喜広
	静岡3

	10:58
	浜田 航
	東京農工3

	10:59
	吉田 秀人
	茨城2

	11:00
	臼井 佑真
	静岡4

	11:01
	狭間 裕一
	電気通信4

	11:02
	盛合 宏太
	岩手3

	11:03
	新谷 俊幸
	名古屋2


WUA

	10:15
	宮本 沙知
	京都橘3

	10:16
	vacant
	

	10:17
	板東 沙矢科
	筑波3

	10:18
	松村 優子
	山口3

	10:19
	鈴木 亜希
	東京農工2

	10:20
	猿渡 弓子
	津田塾4

	10:21
	松本 恵
	神戸2

	10:22
	金平 智世
	立命館2

	10:23
	大橋 乃梨子
	新潟2

	10:24
	清水 亜希子
	津田塾3

	10:25
	日笠 花衣
	筑波3

	10:26
	池田 絵理
	千葉2

	10:27
	石向 緑
	宮城学院女子2

	10:28
	安田 亜美
	山口4

	10:29
	高島 さゆり
	宮城学院女子2

	10:30
	青木 千佳子
	東京農工2

	10:31
	小野 智
	宮城学院女子3

	10:32
	二宮 恵子
	山口4

	10:33
	湯上 久美子
	京都女子4

	10:34
	喜田 麻未
	椙山女学園3

	10:35
	藤田 華那
	京都橘3


	10:36
	栗田 祐美
	茨城3

	10:37
	林 加奈
	京都橘3

	10:38
	山田 紗衣佳
	椙山女学園3

	10:39
	渡部 雅子
	日本女子3

	10:40
	西 美保
	静岡4

	10:41
	長谷川 紗智
	東北2

	10:42
	岩崎 香苗
	東京農工2

	10:43
	金野 愛子
	宮城学院女子4


MUB

	10:24
	小倉 幹弘
	筑波3

	10:25
	桜井 祐人
	法政2

	10:26
	大和田 晋
	早稲田3

	10:27
	大西 真一郎
	関西1

	10:28
	尾木 直
	早稲田2

	10:29
	吉田 知峻
	東京4

	10:30
	園田 匠
	法政2

	10:31
	稲葉 智明
	筑波3

	10:32
	榎本 近秋
	法政1

	10:33
	木村 裕策
	早稲田4

	10:34
	吉川 貴章
	京都4

	10:35
	小島 純一
	早稲田4

	10:36
	高橋 秀明
	法政1

	10:37
	林 秀樹
	早稲田3

	10:38
	上野 秀俊
	法政2



WUB

	10:15
	山本 佑香
	東京女子2

	10:16
	青山 知世
	京都女子2

	10:17
	大西 梓実
	東京女子4

	10:18
	前田 桃世
	関西1

	10:19
	金久保 佳江
	実践女子4


	10:20
	安藤 真央
	京都女子2

	10:21
	伊藤 歌奈子
	椙山女学園2

	10:22
	小西 香織
	龍谷3

	10:23
	松野 友香
	実践女子3


MUF1

	10:15
	藤田 純也
	京都1

	10:16
	松井 健哉
	名古屋1

	10:17
	熊谷 拓也
	慶應義塾1

	10:18
	北原 昴
	東京工業1

	10:19
	粂 宏典
	東北1

	10:20
	佐伯 量平
	千葉1

	10:21
	岩井 祐樹
	京都橘1

	10:22
	影山 奨
	東北1

	10:23
	山見 正信
	金沢1

	10:24
	松井 清
	茨城1

	10:25
	池田 剛
	東京工業1

	10:26
	小林 篤司
	京都1

	10:27
	冨岡 京介
	岩手1

	10:28
	水野 陽介
	東京農工1

	10:29
	後藤 義光
	岩手1

	10:30
	矢沢 廉平
	茨城1

	10:31
	飯田 恭朗
	東京農工1

	10:32
	今野 新
	早稲田1

	10:33
	沢 厚太郎
	名古屋1

	10:34
	岩瀬 亮
	東京1

	10:35
	小澤 宏紀
	名古屋1

	10:36
	幸原 朋広
	大阪1

	10:37
	矢野 貴裕
	東京1

	10:38
	進藤 学
	同志社1

	10:39
	上本 啓太
	名古屋1

	10:40
	鈴木 翔
	静岡1

	10:41
	石川 和貴
	立命館1

	10:42
	番場 大貴
	東京農工1

	10:43
	知久 雅弘
	立命館1

	10:44
	琢磨 和晃
	名古屋1

	10:45
	猪股 智
	千葉1

	10:46
	多田 伊来
	岩手1

	10:47
	芝 佑樹
	東京1

	10:48
	藤井 廉
	一橋1

	10:49
	酒井 将宏
	東京工業1

	10:50
	吉田 昌弘
	東北1

	10:51
	高瀬 暁
	北海道1

	10:52
	鈴木 昭徳
	茨城1

	10:53
	森川 直樹
	東京農工1


MUF2

	10:15
	小橋 昌明
	東京1

	10:16
	大月 隆寛
	静岡1

	10:17
	清水 智仁
	東京農工1

	10:18
	野田 恭利
	慶應義塾1

	10:19
	鈴木 達弘
	電気通信1

	10:20
	佐藤 俊
	早稲田1

	10:21
	浅利 直宏
	名古屋1

	10:22
	島田 純一郎
	金沢1

	10:23
	浅越 光一
	東京1

	10:24
	中村 親治
	立命館1

	10:25
	伊藤 竜文
	早稲田1

	10:26
	内田 茂樹
	東京農工1

	10:27
	渡瀬 友亮
	名古屋1

	10:28
	小林 賢太郎
	新潟1

	10:29
	富田 真司
	名古屋1

	10:30
	上野 豪奨
	大阪府立1

	10:31
	松下 和輝
	静岡1

	10:32
	三森 創一郎
	東北1

	10:33
	鍋谷 泰紀
	茨城1

	10:34
	中川 慎太
	名古屋1

	10:35
	渡辺 祐輔
	茨城1

	10:36
	浦川 貴広
	京都1

	10:37
	清水 孝臣
	名古屋1

	10:38
	山本 哲也
	静岡1

	10:39
	荒木 正登
	名古屋1

	10:40
	中村 匠吾
	岩手1

	10:41
	東條 真也
	慶應義塾1

	10:42
	曲木 昂
	岩手1

	10:43
	佐々木 達也
	静岡1


	10:44
	岡田 弘貴
	筑波1

	10:45
	和気 昌弘
	東北1

	10:46
	横井 智哉
	慶應義塾1

	10:47
	赤嶺 賢彦
	東京工業1

	10:48
	佐藤 良壮
	岩手1

	10:49
	宇土沢 直機
	電気通信1

	10:50
	藤井 通太
	東京工業1

	10:51
	大坂 孝久
	東北1

	10:52
	関野 雄人
	岩手県立1

	10:53
	森 茂樹
	関西1



WUF

	10:15
	高田 蓉子
	東京女子1

	10:16
	都築 愛美
	椙山女学園1

	10:17
	澤田 芙有美
	宮城学院女子1

	10:18
	塚本 章乃
	椙山女学園1

	10:19
	山田 あゆみ
	津田塾1

	10:20
	笹田 京
	岩手県立1

	10:21
	川波 菜々
	実践女子1

	10:22
	寺岡 倫子
	獨協1

	10:23
	田仲 美里
	宮城学院女子1

	10:24
	村上 梨枝
	実践女子1

	10:25
	立田 美雪
	椙山女学園1

	10:26
	原田 有理惠
	静岡1

	10:27
	篠原 舞
	椙山女学園1

	10:28
	橘 琴乃
	十文字女子1

	10:29
	八反田 愛理
	宮城学院女子1

	10:30
	鈴木 茉莉耶
	日本女子1

	10:31
	津田 春菜
	千葉1

	10:32
	柴田 彩名
	椙山女学園1

	10:33
	高橋 千晶
	岩手県立1

	10:34
	高橋 明日香
	十文字女子1

	10:35
	桜木 美咲
	椙山女学園1

	10:36
	井戸 美菜
	実践女子1

	10:37
	新田 美重子
	奈良女子1

	10:38
	辻本 みゆき
	十文字女子1

	10:39
	横塚 香衣子
	立命館1

	10:40
	千田 景子
	日本女子1

	10:41
	溪 静香
	相模女子1

	10:42
	森 友里恵
	椙山女学園1

	10:43
	谷本 委代
	津田塾1

	10:44
	名執 裕菜
	実践女子1


	10:45
	田中 晴美
	椙山女学園1

	10:46
	鈴木 紗代子
	日本女子1

	10:47
	佐久間 風花
	椙山女学園1

	10:48
	谷川 春香
	奈良女子1

	10:49
	宮崎 有佳
	日本女子1

	10:50
	地蔵原ひとみ
	立命館1

	10:51
	寺崎 有希枝
	中央1

	10:52
	二宮 萌
	実践女子1

	10:53
	瀧本 舞乃
	相模女子1

	10:54
	飯野 真理子
	十文字女子1

	10:55
	吾妻 ももこ
	宮城学院女子1

	10:56
	高橋 愛
	金沢1

	10:57
	木村 雅美
	椙山女学園1

	10:58
	若山 亜美里
	静岡1

	10:59
	北村 佳代子
	津田塾1

	11:00
	田代 祐香里
	日本女子1

	11:01
	松本 由美
	実践女子1

	11:02
	大瀧 美珠枝
	お茶の水女子1

	11:03
	奥山 美穂
	宮城学院女子1


11. リレー選手権の部　チーム番号リスト

	【ME】 25 チーム
	
	【WE】 20 チーム

	
	
	
	
	

	＜前回大会完走順＞
	
	＜前回大会完走順＞

	01
	東北大学
	
	51
	日本女子大学

	02
	京都大学
	
	52
	筑波大学

	03
	東京大学
	
	53
	相模女子大学

	04
	新潟大学
	
	54
	岩手大学

	05
	早稲田大学
	
	55
	宮城学院女子大学

	06
	名古屋大学
	
	56
	金沢大学

	07
	慶應義塾大学
	
	57
	椙山女学園大学

	08
	東京工業大学
	
	58
	茨城大学

	09
	北海道大学
	
	59
	京都橘大学

	10
	茨城大学
	
	60
	新潟大学

	11
	千葉大学
	
	61
	津田塾大学

	12
	金沢大学
	
	62
	千葉大学

	13
	筑波大学
	
	63
	奈良女子大学

	14
	静岡大学
	
	64
	実践女子大学

	15
	神戸大学
	
	65
	京都女子大学

	16
	中央大学
	
	
	

	17
	京都橘大学
	
	＜以下、学校コード順＞

	18
	横浜国立大学
	
	81
	東北大学

	19
	東京農工大学
	
	82
	東京女子大学

	20
	岩手県立大学
	
	83
	十文字女子大学

	21
	大阪大学
	
	84
	静岡大学

	22
	一橋大学
	
	85
	立命館大学

	
	
	
	
	

	＜以下、学校コード順＞
	
	
	

	31
	岩手大学
	
	
	

	32
	立命館大学
	
	
	

	33
	山口大学
	
	
	


12. リレー一般の部　チーム番号リスト

	【MUR】 85チーム
	
	
	
	【WUR】 26チーム
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	学校名
	チーム数
	チーム名
	コード
	
	学校名
	チーム数
	チーム名
	コード

	岩手大学
	5
	MA～ME
	101～105
	
	東北大学
	1
	WA
	201

	東北大学
	11
	MA～MK
	106～116
	
	宮城学院女子大学
	4
	WA～WD
	202～205

	北海道大学
	1
	MA
	117
	
	岩手県立大学
	1
	WA
	206

	岩手県立大学
	1
	MA
	118
	
	金沢大学
	1
	WA
	207

	金沢大学
	2
	MA～MB
	119～120
	
	千葉大学
	1
	WA
	208

	新潟大学
	4
	MA～MD
	121～124
	
	筑波大学
	1
	WA
	209

	慶應義塾大学
	3
	MA～MC
	125～127
	
	東京農工大学
	1
	WA
	210

	千葉大学
	2
	MA～MB
	128～129
	
	実践女子大学
	3
	WA～WC
	211～213

	筑波大学
	2
	MA～MB
	130～131
	
	相模女子大学
	1
	WA
	214

	東京大学
	7
	MA～MG
	132～138
	
	日本女子大学
	2
	WA～WB
	215～216

	東京農工大学
	4
	MA～MD
	139～142
	
	津田塾大学
	1
	WA
	217

	早稲田大学
	5
	MA～ME
	143～147
	
	椙山女学園大学
	6
	WA～WF
	218～223

	電気通信大学
	3
	MA～MC
	148～150
	
	京都女子大学
	1
	WA
	224

	東京工業大学
	7
	MA～MG
	151～157
	
	京都橘大学
	1
	WA
	225

	茨城大学
	4
	MA～MD
	158～161
	
	山口大学
	1
	WA
	226

	静岡大学
	6
	MA～MF
	162～167
	
	
	
	
	

	名古屋大学
	8
	MA～MH
	168～175
	
	
	
	
	

	関西大学
	1
	MA
	176
	
	【XUR】 6チーム
	
	
	

	京都大学
	6
	MA～MF
	177～182
	
	
	
	
	

	立命館大学
	2
	MA～MB
	183～184
	
	学校名
	チーム数
	チーム名
	コード

	京都橘大学
	1
	MA
	185
	
	新潟大学
	1
	XA
	301

	
	
	
	
	
	筑波大学
	2
	XA～XB
	302～303

	
	
	
	
	
	東京農工大学
	1
	XA
	304

	
	
	
	
	
	東京工業大学
	1
	XA
	305

	
	
	
	
	
	静岡大学
	1
	XA
	306


13. ミドル　参加者数一覧

	コード
	学校名
	学連　　
加盟員数
	ME
	WE
	MUA
	MUB
	MUF
	WUA
	WUB
	WUF
	出場計

	101
	岩手大学
	32
	9
	3
	4
	0
	6
	0
	0
	0
	22

	102
	東北大学
	61
	27
	5
	3
	0
	6
	1
	0
	0
	42


	103
	北海道大学
	12
	7
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	8

	142
	宮城学院女子大学
	21
	0
	7
	0
	0
	0
	4
	0
	5
	16

	144
	岩手県立大学
	20
	3
	2
	3
	0
	1
	0
	0
	2
	11

	145
	福島大学
	11
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	201
	金沢大学
	32
	5
	5
	2
	0
	2
	0
	0
	1
	15

	203
	新潟大学
	33
	15
	3
	2
	0
	1
	1
	0
	0
	22

	302
	お茶の水女子大学
	2
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	1
	2

	303
	慶應義塾大学
	13
	5
	0
	4
	0
	4
	0
	0
	0
	13

	305
	千葉大学
	21
	5
	4
	2
	0
	2
	1
	0
	1
	15

	306
	中央大学
	5
	2
	0
	2
	0
	0
	0
	0
	1
	5

	307
	筑波大学
	26
	8
	7
	1
	2
	1
	2
	0
	0
	21

	309
	東京大学
	30
	17
	0
	3
	1
	5
	0
	0
	0
	26

	310
	東京農工大学
	40
	2
	1
	9
	0
	6
	3
	0
	0
	21

	311
	東京理科大学
	2
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1

	313
	法政大学
	20
	0
	0
	0
	5
	0
	0
	0
	0
	5

	314
	武蔵大学
	21
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	315
	横浜国立大学
	5
	1
	0
	4
	0
	0
	0
	0
	0
	5

	316
	立教大学
	66
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	317
	早稲田大学
	26
	10
	0
	3
	5
	3
	0
	0
	0
	21

	319
	実践女子大学
	17
	0
	4
	0
	0
	0
	0
	2
	6
	12

	341
	一橋大学
	5
	3
	0
	1
	0
	1
	0
	0
	0
	5

	342
	電気通信大学
	13
	0
	0
	9
	0
	2
	0
	0
	0
	11

	346
	埼玉大学
	5
	1
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	2

	350
	相模女子大学
	13
	0
	5
	0
	0
	0
	0
	0
	2
	7

	356
	東京工業大学
	33
	15
	1
	7
	0
	5
	0
	0
	0
	28

	358
	東京女子大学
	5
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	2
	1
	4

	364
	日本女子大学
	17
	0
	6
	0
	0
	0
	1
	0
	5
	12

	369
	津田塾大学
	7
	0
	2
	0
	0
	0
	2
	0
	3
	7

	372
	茨城大学
	30
	4
	2
	6
	0
	5
	1
	0
	0
	18

	385
	北里大学
	1
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1

	391
	十文字女子大学
	7
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	4
	5

	393
	獨協大学
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	1

	401
	静岡大学
	32
	5
	1
	15
	0
	5
	1
	0
	2
	29

	402
	名古屋大学
	29
	9
	0
	7
	0
	11
	0
	0
	0
	27

	444
	椙山女学園大学
	25
	0
	8
	0
	0
	0
	2
	1
	10
	21

	501
	大阪大学
	8
	2
	0
	2
	0
	1
	0
	0
	0
	5

	502
	大阪市立大学
	3
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	503
	関西大学
	12
	2
	0
	0
	1
	1
	0
	1
	0
	5

	504
	京都大学
	26
	13
	2
	3
	1
	3
	0
	0
	0
	22

	506
	神戸大学
	6
	3
	0
	1
	0
	0
	1
	0
	0
	5

	507
	立命館大学
	17
	5
	3
	1
	0
	3
	1
	0
	2
	15

	541
	京都女子大学
	13
	0
	5
	0
	0
	0
	1
	2
	0
	8

	543
	京都橘大学
	16
	4
	1
	1
	0
	1
	3
	0
	0
	10

	545
	奈良女子大学
	6
	0
	3
	0
	0
	0
	0
	0
	2
	5

	546
	大阪外国語大学
	1
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1

	548
	大阪府立大学
	1
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1

	549
	同志社大学
	1
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	0
	0
	1

	597
	龍谷大学
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	1

	602
	山口大学
	18
	2
	0
	2
	0
	0
	3
	0
	0
	7

	
	計
	868
	185
	84
	98
	15
	78
	29
	9
	49
	547


15. リレー　参加者数およびチーム数一覧

TO=チームオフィシャル

	コード
	学校名
	学連　　
加盟員数
	ＭＥ
	ＷＥ
	ＭＵＲ
	ＷＵＲ
	ＸＵＲ
	ＭＵＳ
	ＷＵＳ
	人数計
	TO

	101
	岩手大学
	32
	1
	1
	5
	0
	0
	1
	0
	22
	2

	102
	東北大学
	61
	1
	1
	11
	1
	0
	1
	0
	43
	3

	103
	北海道大学
	12
	1
	0
	1
	0
	0
	2
	0
	8
	2

	142
	宮城学院女子大学
	21
	0
	1
	0
	4
	0
	0
	1
	16
	2

	144
	岩手県立大学
	20
	1
	0
	1
	1
	0
	1
	1
	11
	2

	145
	福島大学
	11
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	201
	金沢大学
	32
	1
	1
	2
	1
	0
	0
	0
	15
	2

	203
	新潟大学
	33
	1
	1
	4
	0
	1
	1
	0
	22
	3

	302
	お茶の水女子大学
	2
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2
	2
	0

	303
	慶應義塾大学
	13
	1
	0
	3
	0
	0
	1
	0
	13
	2

	305
	千葉大学
	21
	1
	1
	2
	1
	0
	0
	0
	15
	2

	306
	中央大学
	5
	1
	0
	0
	0
	0
	1
	1
	5
	1

	307
	筑波大学
	26
	1
	1
	2
	1
	2
	0
	0
	21
	2

	309
	東京大学
	30
	1
	0
	7
	0
	0
	2
	0
	26
	2

	310
	東京農工大学
	40
	1
	0
	4
	1
	1
	0
	0
	21
	3

	311
	東京理科大学
	2
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	0
	1
	1

	313
	法政大学
	20
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	314
	武蔵大学
	21
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	315
	横浜国立大学
	5
	1
	0
	0
	0
	0
	2
	0
	5
	1

	316
	立教大学
	66
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	317
	早稲田大学
	26
	1
	0
	5
	0
	0
	3
	0
	21
	2

	319
	実践女子大学
	17
	0
	1
	0
	3
	0
	0
	0
	12
	1

	341
	一橋大学
	5
	1
	0
	0
	0
	0
	2
	0
	5
	1

	342
	電気通信大学
	13
	0
	0
	3
	0
	0
	2
	0
	11
	0

	346
	埼玉大学
	5
	0
	0
	0
	0
	0
	2
	0
	2
	0

	350
	相模女子大学
	13
	0
	1
	0
	1
	0
	0
	1
	7
	1

	356
	東京工業大学
	33
	1
	0
	7
	0
	1
	1
	0
	28
	2

	358
	東京女子大学
	5
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	1
	4
	1

	364
	日本女子大学
	17
	0
	1
	0
	2
	0
	0
	3
	12
	2

	369
	津田塾大学
	7
	0
	1
	0
	1
	0
	0
	1
	7
	0

	372
	茨城大学
	30
	1
	1
	4
	0
	0
	0
	0
	18
	2

	385
	北里大学
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	1
	0

	391
	十文字女子大学
	7
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	2
	5
	1

	393
	獨協大学
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	1
	0

	401
	静岡大学
	32
	1
	1
	6
	0
	1
	2
	0
	29
	2

	402
	名古屋大学
	29
	1
	0
	8
	0
	0
	0
	0
	27
	2

	444
	椙山女学園大学
	25
	0
	1
	0
	6
	0
	0
	1
	22
	2

	501
	大阪大学
	8
	1
	0
	0
	0
	0
	2
	0
	5
	1

	502
	大阪市立大学
	3
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	503
	関西大学
	12
	0
	0
	1
	0
	0
	1
	0
	4
	0

	504
	京都大学
	26
	1
	0
	6
	0
	0
	0
	1
	22
	3

	506
	神戸大学
	6
	1
	0
	0
	0
	0
	1
	1
	5
	1

	507
	立命館大学
	17
	1
	1
	2
	0
	0
	0
	2
	14
	2

	541
	京都女子大学
	13
	0
	1
	0
	1
	0
	0
	1
	7
	1

	543
	京都橘大学
	16
	1
	1
	1
	1
	0
	0
	2
	14
	3

	545
	奈良女子大学
	6
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	2
	5
	2

	546
	大阪外国語大学
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	1
	0

	548
	大阪府立大学
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	549
	同志社大学
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	597
	龍谷大学
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	1
	0

	602
	山口大学
	18
	1
	0
	0
	1
	0
	1
	0
	7
	0

	
	計
	868
	25
	20
	85
	26
	6
	30
	27
	543
	62


16. 日本学生オリエンテーリング選手権実施規則

※ 条項に(ロング), (ミドル), (リレー)とある場合，当該条項は，該当する競技部門にのみ適用される。

第1章 全般的な規則

第１条 規則の適用
1.1 この規則は，日本学生オリエンテーリング連盟（以下，日本学連と略す）が主催する，日本学生オリエンテーリング選手権大会（以下，インカレと略す）に適用される。
1.2 すべての選手登録者，選手を支援する者（以下，チームオフィシャル），競技を運営する者及びその他の併設大会参加者・観戦者・報道関係者など選手権競技者と接する者は，この規則に従う。
1.3 競技者ならびに主管者は，この規則の解釈にあたっては，スポーツとしての公正さの保持を第一義としなければならない。
1.4 インカレ実施規則で定められた事項を，当該インカレに限定して不適用とし，変更する必要がある場合，技術委員会の諮問及び理事会の承認を必要とする。不適用条項と変更内容は，要項に明記される。

第２条 競技部門と競技形態・種別
2.1 インカレは，次の６つの競技部門を設ける。
男子ロング：個人ロング・ディスタンス競技部門
女子ロング：個人ロング・ディスタンス競技部門
男子ミドル：個人ミドル・ディスタンス競技部門
女子ミドル：個人ミドル・ディスタンス競技部門
男子リレー：３名のリレー競技部門
女子リレー：３名のリレー競技部門
2.2 インカレは，すべて昼間競技で行う。(ロング, リレー)

2.3 ロング，リレーは，単一レース競技で行う。(ミドル)

2.4 ミドルは，予選・決勝レース競技で行う。

2.5 インカレは，すべてポイント競技で行う。
2.6 男子ロング・女子ロングにおける優勝者をロング・ディスタンス競技選手権者，男子ミドル・女子ミドルにおける優勝者をミドル・ディスタンス競技選手権者，男子リレー・女子リレーにおける優勝校をリレー競技選手権校とする。
第３条 日程
3.1 インカレの各競技部門の開催は，年１回とする。
3.2 インカレの日程と正式名称は，原則として次の
とおりとする｡
秋インカレ（８月～１２月）：ロング
春インカレ（１月～３月）：
第１日 ミドル 午前：予選
午後：決勝
第２日 リレー
3.3 インカレは，開会式，閉会式を別途行うことが
できる。

第４条 参加規定
4.1 選手権競技者は，以下のすべての条件を満たす｡

・日本学連の加盟員であること

・初めて日本学連に登録した年度から数えて４年以内

・年齢は当該年度３月31 日現在29 歳未満
4.2 各加盟校及び各準加盟校（以下，各校と略す）は，選手権競技者資格を有する者からなる選手登録名簿を申し込み時に提出する。
(ロング)

4.3 ロングの競技者数は，男子60 名，女子40 名とし，別に定める規則によって各地区学連に配分される。但し，別に定める規則によって，競技者数を追加することができる。ロングの競技者は，選手登録名簿に記載された者とする。
(ミドル)

4.4 ミドルの競技者数は，男子160 名，女子70 名とし，別に定める規則によって各地区学連に配分される。但し，別に定める規則によって，競技者数を追加することができる。ミドルの競技者は，選手登録名簿に記載された者とする。
(リレー)

4.5 リレーの出場資格校は，日本学連の加盟校及び準加盟校とする。各校は，男女各々１チームをリレーに出場させることができる。リレーのチームは，選手登録名簿に記載された者により構成される。但し，男子リレーに女子選手を出場させることができる。
4.6 各校は，選手登録者とは別に，チームオフィシャルを同行させることができる。各校は，チームオフィシャル登録名簿を申し込み時に提出する。各校に認められるチームオフィシャルの人数は，以下のとおりとする。
男子クラスの選手登録に対して，２名
女子クラスの選手登録に対して，２名
4.7 参加者は，自己の安全に対して自分で責任を負う。参加者が負った怪我，障害，損害について主催者は一切責任をもたない。また，参加者が第三者に与えた損害についても参加者自身が責任を負う。

第５条 要項
5.1 主管者は，インカレに関する必要な情報を，要項としてすべての地区学連及び日本学連事務局へ送付する。
5.2 インカレの要項の発行時期は，以下の通りとする。
要項１（11 カ月前）：
開催日，開催地，主管者の連絡先，競技責任者の氏名，イベント・アドバイザーの氏名，立入禁止区域
要項２（４カ月前）：
日程，テレインの概要，地図に関する情報（縮尺，等高線間隔，走行可能度表示），テレインの標高（ コースの15 ％ 以上が1,200m を超える場合のみ），採用するパンチングシステム，コース設定者の氏名，トレーニング・モデルイベントに関する情報，一般クラス・併設大会がある場合その情報，観戦者のための情報，宿泊・輸送に関する情報，参加費，申込方法，申込締切日，申込用紙
要項３（２週間前）：
気象，特殊な地図表記，コース距離・登距離，特殊な位置説明，スタート時刻，競技のタイムスケジュール，集合場所，代表者ミーティングに関する情報，承認された実施規則の不適用条項と変更内容，その他競技に関する留意事項

第６条 申し込み
6.1 インカレの申し込みは，所定の用紙によって，要項２に示された締切日までに行われる。但し，選手登録名簿の変更は，大会開催の６週間前まで認められる。
(ロング)

6.2 各地区学連の代表者は，ロングにおいて，競技前日の16 時までであれば，競技者を交替させることができる。
(ミドル)

6.3 ミドルにおいては，第６条第1 項に定める期間を超えて，予選の競技者を交替させることはできない。
(リレー)

6.4 リレー出場校は，リレーの競技者と競技順を競技前日の16 時までに提出する。競技者に不慮の事故の場合，リレー競技開始１時間前までであれば競技者を交替させることができる。但し，この場合は裁定委員の承認を必要とする。

第７条 トレーニングとモデルイベント
7.1 事前に実際の競技で使用するものに似たテレイン・地図でのトレーニングの機会が提供されることが望ましい。
7.2 競技の前日に，モデルイベントが提供されることが望ましい。モデルイベントでは，実際の競技におけるテレインのタイプ，地図の質，コントロールの置かれる特徴物，コントロール器具の設置状態，給水コントロールの設置状態，誘導区間のそれぞれの状況がわかることが望ましい。
7.3 電子パンチングシステムを使用する場合，モデルイベントにおいて実際の競技に用いる器具の使用機会が提供されることが望ましい。

第８条 スタート順の決定とスタートリスト
(ロング, ミドル)

8.1 ロング，ミドル予選のスタート抽選は，公平な立会人の元で，あるいは公開で行われ，当該競技前日の17 時までには発表される。
(ロング)

8.2 ロングにおいては，スタート順等において配慮される競技者（シード選手）を設けることができる。シード選手は，競技開催１カ月前までに理事会が決定する。人数は男子10 名以内，女子7 名以内とする。
(ロング)

8.3 ロングは，男女それぞれ１人ずつ同一の時間間隔でスタートする（タイムスタート）。スタート間隔は，少なくとも２分間はとるものとする。

(ミドル)

8.4 ミドルにおいては，各地区学連の選手は，各予選組になるべく均等な人数となるよう振り分けられる。
(ミドル)

8.5 ミドル予選のスタート組順等において配慮される競技者（シード選手）を設けることができる。シード選手は，各予選組になるべく均等な人数となるよう振り分けられる。シード選手は，競技開催１カ月前までに理事会が決定する。人数は男子16 名以内，女子10 名以内とする。
(ミドル)

8.6 ミドル予選，決勝とも同一の時間間隔でスタートする（タイムスタート）。ミドル予選のスタート間隔は，少なくとも１分間はとるものとし，ミドル決勝のスタート間隔は，少なくとも２分間はとるものとする。
(リレー)

8.7 リレーにおけるコースの組み合わせの抽選は，公平な立会人の元で，あるいは公開で行われる。コースの組み合わせは，最後の競技者がスタートするまで秘密にされる。
(リレー)

8.8 リレーのスタートは，マススタートとする。

第９条 成績
9.1 成績速報は，競技進行中順次掲示される。フィニッシュ閉鎖後１時間以内にすべて掲示される。

9.2 公式成績には，失格者も含めすべての競技者が記載される。リレーの成績は，競技順・各競技者の名前と所要時間・コースの分割方法と組み合わせも記載される。

第10 条 調査依頼と提訴
10.1 各校は，競技者，あるいは主管者の規則に対する違反についての調査依頼を行うことができる。調査依頼は，主管者に対し文書で行う。成績速報に関する調査依頼は，フィニッシュ閉鎖後１時間以内に行う。
10.2 調査依頼に対する主管者の回答に疑義がある場合，提訴を行うことができる。提訴は，裁定委員会に対し文書で行う。

第11 条 表彰
11.1 各競技部門６位までを表彰する。
11.2 参考記録の者及び学校は表彰の対象とならない｡

第12 条 報告書
12.1 各競技終了後３カ月以内に，主管者は次の内容の報告書を作成する。
・大会実施報告
・スタート順と公式成績
・イベント・アドバイザーの報告
・将来への提言
12.2 報告書は，すべての加盟校及び準加盟校，日本学連事務局，及び次年度の主管者に送付される。

第2章 競技に関する規則

第13 条 テレイン
13.1 テレインは，インカレのコース設定に適していなければならない。テレインの選定に際しては，環境保護に十分留意しなければならない。
13.2 特定の競技者が有利になることがないように，インカレ以前には出来るだけ長い期間，オリエンテーリングに使用されていないものとする。

第14 条 コース
14.1 インカレのコース設定にあたっては，国際オリエンテーリング連盟（ＩＯＦ）の『コース設定の原則』に従う。
14.2 コースの水準は，インカレに適格でなければならない。
14.3 コントロールを回る順番は，主管者によって指定される。競技者はこれを守り，主管者はこれを確認する。
14.4 コース上の誘導区間は，競技者は必ずこれをたどるものとする。誘導区間の開始地点には必ずコントロールを置く。
14.5 男子コースと女子コースは，可能な限り別のコントロールを用いる。
(ミドル)

14.6 ミドルでは，予選コースと決勝コースは，可能な限り別のコントロールを用いる。
14.7 選手権以外のコースがある場合，可能な限りコントロールは別のものを用いる。
14.8 リレーでは，コントロールは分割され，チームごとに別々に組み合わされる。全チームが順番
は異なっても，全体としては同一のコースを回る。組み合わせは，全区間にわたることが望ましい。
14.9 主管者は，環境保護のための指示を競技者に与えることができる。競技者は，これを厳守しなければならない。
(ミドル)
第15 条 ミドル予選
15.1 予選は各組が均等な人数になるよう，男子を第１組，第２組，第３組，第４組に，女子を第１組，第２組に分けて行われる。予選各組の距離，登距離，難易度は同程度とする。
15.2 予選の競技時間は１時間以内とし，これを越えた者は失格となり，決勝へは進出できない。予選のフィニッシュは，予選の最終スタートの１時間後に閉鎖する。
15.3 男子予選各組の上位10 位までの者，女子予選各組の上位12 名までの者が，決勝に進出する｡予選同組内において，同着により男子10 名以上が10位以内，女子12 名以上の者が12 位以内となった場合は，その全員が決勝に進出する。
(ミドル)
第16 条 ミドル決勝
16.1 決勝は，予選のフィニッシュ閉鎖から60 分以内にスタートリストを発表し，予選のフィニッシュ閉鎖から2 時間以上経過してから競技を開始することが望ましい。
16.2 決勝のスタートは，予選通過順位下位の者から行う。予選他組の同順位者は，第１組が最初に，第２組が２番目に，第３組が３番目に（男子のみ），第４組が４番目に（男子のみ）行う。予選同組内で同順位者が複数いる場合，予選のスタート時刻が先の者を上位と見なして決勝のスタート順に反映させる。
16.3 決勝を欠場する者がいた場合，予選不通過者からの補充は行わない。
16.4 決勝の競技時間は１時間以内とし，これを越えた者は失格となり，表彰の対象にならない。決勝のフィニッシュは，決勝の最終スタートの１時間後に閉鎖する。

第17 条 距離と登距離
17.1 コースは，以下の優勝時間を想定し，設定される。

	
	男子
	女子

	ロング
	80分
	65分

	ミドル予選
	20分
	20分

	ミドル決勝
	25分
	25分

	リレー（各競技者）
	50分
	50分


17.2 コース距離は，スタートからすべてのコントロールを経由してフィニッシュまでの直線距離で示される。但し，物理的に通過不能な障害物(高いフェンス，湖，通れない崖等)，立ち入り禁止区域および誘導区間は，迂回した距離で測定する。
17.3 コース距離は，要項３で実際のコース距離が発表される。
17.4 登距離は最も速く走れると予想されるルートの登距離で示される。ロングの登距離は，最も速く走れると予想されるルートの距離の６％を越えないように設定される。ミドル，リレーの登距離は，最も速く走れると予想されるルートの距離の５％を越えないように設定される。
17.5 登距離は要項３で実際の登距離が発表される。

第18 条 地図
18.1 地図はＩＯＦの『オリエンテーリング地図国際図式規程』に適合したものを使用する。特別な表記の使用は，イベント・アドバイザーの同意を必要とする。これらの変更点は，要項３に明記される。
18.2 地図印刷後に生じたテレイン内の変化のうち，競技に影響を与えるものは，地図上で修正される。
(ロング)

18.3 ロングに使用する縮尺は１万５千分の１で，等高線間隔は５ｍとする。テレインを適切に表現するため，またはコース設定・競技上の制約等のため，これと異なる縮尺，あるいは，等高線間隔の使用は，イベント・アドバイザーの同意を必要とする。
(ミドル, リレー)

18.4 ミドル，リレーに使用する縮尺は１万分の１で，等高線間隔は５ｍとする。テレインを適切に表現するため，またはコース設定・競技上の制約等のため，これと異なる縮尺，あるいは，等高線間隔の使用は，イベント・アドバイザーの同意を必要とする。
18.5 競技に影響を与える恐れがあり，かつ，地図からは読み取れないテレイン内のコンディションについては，遅くとも要項３で発表される。

18.6 競技用地図は，水分や損傷に耐えるように両面が保護される。
18.7 競技に使用するテレインに過去のオリエンテーリング地図がある場合，これらの地図は，競技に先立ってすべての加盟校及び準加盟校に公開される。
18.8 競技当日は，主管者の許可が出るまでは選手登録者及びチームオフィシャルが競技区域のいかなる地図を利用することも禁止する。

第19 条 地図上でのコースの表記
19.1 競技用地図は，以下のように表記される。
・オリエンテーリングの開始地点は，正三角形（１辺７mm）。
・コントロールは，円（直径６mm）。
・フィニッシュは，２重同心円（直径５mm と７mm）。
・誘導区間は，破線。
19.2 三角形，及び，円の中心は特徴物の正確な位置を示す。コントロールフラッグが特徴物の周囲に設置される場合でも，特徴物を中心として印刷される。
19.3 コントロールは，回る順番を指示するために，南を下にして正立された数字によって示される。

19.4 誘導区間がある場所を除き，三角形と円は，直線により，順番に結ばれる。コントロールの円とそれを結ぶ直線は，重要な地図上の表現を見えにくくする場合には，部分的に直線を切ったり，細く描いたりすることができる。
19.5 誘導区間は，すべて地図上に示される。誘導区間の終端から再びオリエンテーリングを開始する場合は，地図上で破線の終端と次のコントロールが直線で結ばれる。
19.6 コース印刷においては，透明な赤紫色，あるいは赤色を使用する。

第20 条 その他の追加表記
20.1 危険回避のための立ち入り禁止の範囲は，斜めクロスのハッチングをする。その他の理由による立ち入り禁止の範囲は，垂直のハッチングをする。外郭線は以下のように表記される。
・ 現地でテープなどが連続して表示される場合は，実線。
・ 現地でテープなどが間隔をおいて表示される場合は，破線。
・ 現地で表示のない場合は，外郭線を記入しない。
20.2 通行禁止のルート（自動車道など）は，×の連続で表す。
20.3 外向きの２つの括弧）（は，コースに関した重要通過地点，経路（例：渡河地点，道の下のトンネル）を示すのに用いられる。
20.4 追加表記の色は，コースと同一の色とする。

第21 条 コントロール位置説明
21.1 コントロールの位置説明は，ＩＯＦの『コントロール位置説明作成規程』に従って作成する。
21.2 コントロール位置説明表は，地図の表面に貼付されるか，印刷される。
(ロング)

21.3 ロングのコントロール位置説明表は，競技が開始されるまでに参加者に配布される。
(ミドル)

21.4 ミドル予選のコントロール位置説明表は，事前に公表しない。但し，特殊な位置説明記号を用いる場合には，その記号について要項３で公表される。
(ミドル)

21.5 ミドル決勝のコントロール位置説明表は，事前に公表しても良い。
(リレー)

21.6 リレーで使用されるすべてのコントロール位置説明の一覧は，リレー前日の代表者ミーティングが始まるまでに参加各校の代表者に配布される。但し，コントロールのつながりについては表示されない。

第22 条 現地における表示
22.1 誘導区間は，赤と白の２色のテープにより示される。
22.2 立ち入り禁止区域の外郭が表示される場合，青と黄の２色のテープにより示される。

第23 条 コントロールの設置と器具
23.1 すべてのコントロールには，コントロールフラッグが設置される。
23.2 コントロールフラッグは，３つの正方形を三角柱状に結合した形とする。それぞれの面は，およそ30cm×30cm で，対角線によって２分して白とオレンジに色分けする。
23.3 コントロールフラッグは，地図上に示された特徴物の場所に，競技者が特徴物にたどり着いたときに見えるようにして設置される。
23.4 コントロールは，互いに30m 以内に近接して設置してはならない。さらに，特徴物が同じコントロールは，互いに60m 以内に近接して設置してはならない。
23.5 コントロールは，その場所に競技者がいるかいないかで難易度が変わらないような場所が望ましい。
23.6 すべてのコントロールは，数字によるコントロール識別番号で区別される。コントロール識別番号は白地に黒で書かれ，競技者がはっきり読めるように示される。
23.7 コントロールの器具は，コース上のすべてのコントロールで同一のものを使用する。充分な数のパンチもしくはユニットをコントロールフラッグのすぐ近くに設置する。
23.8 コントロールは，有人であることが望ましい。コントロール役員は，コントロールを通過した競技者のナンバー，及びチェックした時刻を記録する。また，コントロール役員は競技者を妨げてはならず，タイム・順位・その他の情報を与えてはならない。さらにコントロール役員は，静粛に，目立たない服を着用して，競技者がコントロールに接近するのを手助けしてはならない。これらの規則は，ラジオやテレビコントロール役員，給水コントロール役員，報道関係者にも適用される。
23.9 優勝設定時間が60 分を超える競技は，給水コントロールを設ける。給水コントロールには，飲料水が用意される。

第24 条 パンチングシステム
24.1 使用するパンチングシステムは，別にこれを定める。
24.2 コントロールカードは，競技開始に先立って競技者もしくは参加各校の代表者に配布される。

24.3 競技者は，各コントロールにおいて用意された器具を用いてコントロールカード（電子コントロールカードを含む）に正確にパンチして記印する責任を有する。正確なパンチを故意に怠ることにより利を得ようとした競技者は，失格とされる。
24.4 主管者は，いくつかの指定したコントロールで，役員による競技者のコントロールカード検査，及び役員の手による記印を行うことができる。
24.5 コントロールカードにパンチされていない，あるいは判別できない場合，この競技者は失格となる。但し，その理由が競技者の過失でないもの（パンチ・ユニットの不調や紛失など）であった場合は，失格とならない。

第25 条 スタート
(ロング, ミドル)

25.1 ロング，ミドルはプレスタート方式とすることができる。この場合，競技者がスタートへゆっくり走っていって間に合うようにプレスタートを設定する。
(ロング, ミドル)

25.2 ロング，ミドルでは，競技者はスタートと同時に自分で地図を取る。
(リレー)

25.3 リレーでは，第１競技者はスタートと同時に，以降の競技者はスタート後の地図の支給地点で，自分で地図を取る。
25.4 正しい地図を取るのは，競技者の責任である。主管者は，競技者が他の競技者によって妨げられることなく地図を取れるように配慮し，競技者が間違った地図を取らないように充分注意する。
25.5 すべての競技者は，最低20 分のウォーミングアップをする時間を取れる。スタート前の競技者とチームオフィシャル以外は，ウォーミングアップエリアに入れない。ウォーミングアップエリアは，スタートのできる限り近くに設定する。
25.6 オリエンテーリングの開始地点は，地図上で三角のスタート記号で示される。現地にはコントロールフラッグを置く。
25.7 オリエンテーリングの開始地点は，地図面あるいは先行する競技者のルート選択が，スタート前の競技者その他に見えないような場所に設定される。必要に応じて，スタートからオリエンテーリングの開始地点までを誘導区間とすることができる。
25.8 競技者が自己の責によりスタートに遅刻した場合，到着次第すぐにスタートすることができる。この場合，正規のスタート時刻にスタートしたものとして計時される。但し，正規にスタートする競技者に影響を与える恐れのある場合には，スタートを遅らせることができる。
25.9 主管者の責により競技者が遅刻した場合，競技者は，新しいスタート時刻を与えられる。
(リレー)

25.10 リレーでは，次競技者は引継を受ける３分以上前に，前競技者が近づいたことを告知される。但し，主管者は告知に問題があっても責任を負わない。
(リレー)

25.11 リレーにおいて，次競技者への引継は，指定された区域（チェンジオーバーエリア）で，両競技者の接触により行う。
(リレー)

25.12 リレーにおいて，運営を円滑に行うために，優勝の決定後であれば，未出走の競技者をマススタートで出走させることができる（リスタート）。

第26 条 フィニッシュ
26.1 計時線は，フィニッシュへの走路に対して直角とする。
26.2 計時線は，競技者が遠くから識別できるようになっていなければならない。
26.3 計時線を通過した競技者は，コントロールカードと，パンチ記印のついたあらゆるもの（例：コントロールカードケースなど）をフィニッシュ役員に手渡す。リレーでは，地図とコントロール位置説明表も手渡す。
26.4 フィニッシュ閉鎖時刻は，事前に発表される。
26.5 フィニッシュ地点には，救護所を置く。

第27 条 計時と順位
27.1 フィニッシュ時刻は，計時線のところで計られる。その時刻は，競技者の胸が計時線を横切った時刻，あるいは競技者が計時線上でパンチした時刻とする。計時は秒単位まで行う。秒以下については切り捨てる。タイムは，時・分・秒，あるいは，分・秒のどちらかで表示される。
27.2 コントロールを抜かした場合（あるいは，間違ったコントロールをチェックした場合），また，指定された以外の順番でコントロールを回ったことが判明した場合には，競技者は失格となる。
(ロング, ミドル)

27.3 ロング，ミドルでは，２人以上の競技者が同タイムの場合，これらの競技者は同順位となる。成績表・報告書の中で彼らは同順位となるが，スタート順に並べられる。また，この場合次の順位は空位とする。
(リレー)

27.4 リレーでは，チームの全競技者の合計タイムがそのチームの成績となる。チームの順位は，最終競技者のフィニッシュした順番により決定される。着順判定員が順位判定を下す。同着はない。
27.5 リスタートをしたチームは参考記録とする。
27.6 競技時間は，ロングでは２時間30 分まで，ミドル予選・決勝では60 分までとする｡この時間を超えた競技者は失格とする。リレーでは５時間までとする。この時間を超えたチームは失格とする。

第28 条 服装と用具
28.1 主管者が定めない限り，服装の選択は自由である。
28.2 ナンバーカードは，競技中常にはっきり見えるようにして，胸と背中に着用する。ただし，ミドル予選に関しては少なくとも胸に着用すればよい。ナンバーカードの大きさは，25×25cm を超えないものとする。数字は，最低でも10cm 以上の高さが必要である。
28.3 競技中は，コンパス，時計と，主管者から支給された地図，コントロールカード，コントロール位置説明表のみ使用してよい。その他のオリエンテーリングの技術的な補助器具の使用は禁止する。

第29 条 競技上の公正
29.1 インカレに関与するすべての者は，公正と正直を旨に行動しなければならない。スポーツ精神と友情を忘れてはならない。競技者は，他の競技者，役員，報道関係者，観客，テレインや大会区域に居住する人たちを尊重しなければならない。
29.2 主管者は，イベント・アドバイザーの同意を得て，前もって競技を行うテレインの位置を公表するとともに，立入禁止区域を設定することができる。テレインの位置を公表しない場合，すべての役員は，大会区域とテレインを厳重に秘密にしておかなくてはならない。
29.3 選手登録者及びチームオフィシャルは，競技を行うテレインにあらかじめ立ち入ることは禁止される。主管者により発表された事項以上のコースに関する情報を得ようとすることは，禁止される。
29.4 競技中は，以下の行為を禁止する。
・ 外部からの助力を得ること
・ 共同で走り，方向決定を行うこと
・ 故意に他の競技者を追走し，その競技者の能力を利用しようとすること
・ 他の者から情報を得ようとすること
29.5 競技者は，一度計時線を越えたら，主管者の許可なく競技区域に入ってはいけない。
29.6 棄権した競技者は，フィニッシュを必ず通過し，コントロールカードを主管者に渡さなければならない。また，この者は，決して競技に影響を及ぼしてはならず，他の競技者を助けてはならない。
29.7 あらゆる種類の移動手段の利用は，禁止される。
29.8 参加者及び主管者は，競技を妨害してはならない｡ 
29.9 インカレ実施規則を犯したことが判明した競技者は，失格となる。

第3章 運営に関する規則

第30 条 インカレ実行委員会
30.1 インカレは，インカレ実行委員会が主管する。
30.2 インカレ実行委員会は，当該インカレの１年前までに理事会の承認のもとで組織される。

第31 条 秘密保持
31.1 主管者，イベント・アドバイザー及びその補佐，その他テレインやコースを知る者は競技上の公正さを保つための秘密を保持する義務を負う。

第32 条 経費
32.1 インカレ運営に関する経費は，主催者が支出する。
32.2 主催者は，参加者から参加費を徴収することができる。

第33 条 裁定委員会
33.1 裁定委員会は，異なる出身校の３名で構成される。裁定委員は，理事会が指名し，競技の前日までに全員の氏名が公表される。裁定委員は，大会組織に関与してはならない。
33.2 裁定委員会の審議には，イベント・アドバイザーと主管者の代表は参考人として出席することができる。
33.3 裁定委員会は，大会中に起きた規則あるいはその他の問題に対する提訴に裁定を下す。裁定委員会の審議は，３人全員の出席をもって成立する。任務を遂行できない裁定委員があったときには，理事会は代理を指名しなければならない。
33.4 裁定委員会の判断は最終的なものである。
第34 条 イベント・アドバイザー
34.1 イベント・アドバイザーは，日本学連を公式に代表し，主管者に対して派遣される。
34.2 イベント・アドバイザーは，技術委員会の助言のもとに，技術委員会の委員の中から理事会が指名する。指名は，当該インカレの１年前までに行われる。
34.3 イベント・アドバイザーの主な任務は，インカレ実施規則が遵守されていることを確認することである。また，必要のある事項については技術委員会との協議を行う。
34.4 イベント・アドバイザーは，インカレが適正に行われるように，少なくとも以下の任務を遂行する。
・ 要項の内容を確認すること
・ 会場，テレインの適格性を確認すること
・ スケジュール全体（宿泊，食事，輸送，日程，費用，トレーニングの機会）を確認すること
・ スタート，フィニッシュ，チェンジオーバーエリアのシステムとレイアウトを確認すること
・ 計時システムの信頼性と正確性を判断すること
・ 地図が規定に合致しているか確認すること

・ 地図の正確さ，作図・印刷の妥当性を確認すること
・ コースの適格性（距離，競技時間，難易度，コントロール位置と設置状態，偶然性の排除など）を確認すること
・リレーにおいては，コースの分割方法と組み合わせが適切かどうか確認すること
・コントロール位置説明が適切かどうか確認すること
・式典が適切かどうか判断すること
・競技への影響の可能性の観点から，報道関係者，観客等に対する処遇を確認すること
・運営組織，人事，会計及び競技運営全般を確認すること
34.4 インカレ開催中，イベント・アドバイザーは，大会会場に常駐し，以下の任務を遂行する。

・主管者に対して助言を与えること
・裁定委員会の提訴に関わる審議を補佐すること
34.5 イベント・アドバイザーは，以上の他に自分の裁量で，インカレの準備と実行に関係ある活動を確認する。
34.6 イベント・アドバイザーは，必要に応じて任務を補佐する者を指名することができる。イベント・アドバイザー補佐は，特に，地図作成，コース，イベント，運営組織，人事，会計，スポンサー，メディア等のうち，イベント・アドバイザーが必要と考える分野において，任務を補う。
34.7 イベント・アドバイザーとイベント・アドバイザー補佐に関わる経費は，主催者が直接に支出する。

第35 条 報告
35.1 主管者は，当該インカレ開催後２週間以内にイベント・アドバイザーに以下のものを送付する。
・公式成績
・各競技部門のコース図および全コントロール図
・その他必要と思われる資料
35.2 イベント・アドバイザーは，当該インカレ開催後３カ月以内に幹事会，理事会及び技術委員会にその活動の報告を送付する。
35.3 主管者は，すべての要項とプログラム，大会報告書を日本学連事務局に送付する。日本学連事務局は，これらを資料として保存する。

第36 条 メディア・サービス
36.1 主催者および主管者は，メディア取材者に対して，報道するに好都合な機会を提供することが望ましい。
36.2 主管者は，競技の公平さを損ねない限りにおいて，メディアの報道のために最大限の努力をすることが望ましい。

第37 条 改正
37.1 本規則の改正は総会の議決による。

第38 条 施行
38.1 本規則は2004 年４月１日より施行する。
38.2 本規則は2004 年11 月８日より改正施行する。

2003 年11 月15 日 制定
2004 年11 月 6 日 改正
2005 年11 月 7 日 改正
2007 年 4 月 1 日 改正
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3 月 7 日（金）　＜開会式・モデルイベント＞








【重要な注意事項】


本大会の参加者は、併設大会（大和高原二日間大会）で使用する地図の閲覧を禁止する。違反が発覚した場合失格とする。（「2.5.4  その他」参照）
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